
広報12月号A4校正  13.11.28 15:40  ページ 1



2と　
き 内主日時 場所と　

こ
　
　
ろ 主催 内容 料費用 準準備物 対対象者 締期限 期期間定定員 他その他 申申し込み 問お問い合わせ

うたづ 
 この１ 年を振り返るうたづ 
 この１ 年を振り返る年を振り返る

ありますように！！
来年も良い年であ りますように！！りますように！！

1 月 13 日 成人式
108 人の新成人の
門出を祝う。

1 月 23 日 ＦＢ良品（現：宇多津ｓｇ）オープン
中四国で初の地元密着型の物産通信販売サービスを開始。
四国の玄関・宇多津町を「見てんまい！食べてんまい！」

1 月 22 日 佐賀県武雄市長講演会
町まちづくりアドバイザーの樋渡啓祐市長を町
に招き、まちづくりについての講演会を開催。

2 月 3日 丸亀国際ハーフマラソン
大勢のランナーに加え、応援の人も集
まり、沿道が大いに賑わう。

3 月 2日・3日 うたづの町家とおひなさん
今年で第 10回を迎えた古街をめぐる雛祭り。
約 2万 5000 人が来場。

3 月 12 日 北小石碑除幕式
故大松博文監督の名言「為せば成る」の
石碑の除幕式。大松杯バレーボール大会
の第 20 回を記念して建立。これで町内
の小・中学校すべてに設置が完了。

5 月 23 日 ＡｒｔＡｗａｒｄ20 1 4 記者発表
絵画、版画・ドローイングの公募展開催。審査員に
は町まちづくりアドバイザーの濱野年宏画伯ら。公
募は12月10日 (火 )まで、展覧会は2月15日 (土 )
～ 3月 2日 ( 日 )、ユープラザうたづにて。

6 月 9日 アロハ議会開催
町長をはじめ全員がアロハシャツを着用。アロハナイトを
バックアップする初の試み。
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11 月 3日 太鼓台祭り
各地域の勇ましい太鼓台が
集結！

11 月 2日・3日 大収穫祭
農産・畜産・水産物の販売や様々なイ
ベント。大勢の来場者でにぎわう。

10 月 26 日・27日 宇多津秋祭り
獅子舞に神輿に太鼓台。町がお祭り
ムードに包まれた 2日間。

10 月 12 日・13日 第 20 回大松杯
20 回目の節目にふさわしく全国から集
まった 16 チームが熱戦。宇多津体協は
惜しくも準優勝。

9 月 29 日 桜イルミネーション点灯イベント
JR 宇多津駅から臨海公園までの桜並木にイルミ
ネーション点灯。県内外からゆるキャラも大集合。

9 月 20 日 中川先生の「世界一受けたいがんの授業」
9月 21日「がんのひみつ」講演会
町まちづくりアドバイザーで東京大学医学部の中川恵一先生
を招き、中学校での授業や保健センターでの講演会で、がん
について学ぶ。

8 月 17 日・18日 うたづ夏祭り
毎年恒例のお祭り。ダンスにカラオケにと盛り上がった真夏の夜。

7 月 27 日 アロハナイト
うたづ海ホタルをメインステージに
華麗なフラダンスも

4月 保健センター使用料値下げ。
　　 英語に親しみを !　公立校 (園 )のALT(語学補助教員)増員。
　　 住民宅の異変を事業者が通報「ふれあい見守り活動」開始。
6月 防災士を目指す住民に補助金の支給を実施。
7月 南海トラフ巨大地震に備えるべく防災講演会を開催。
8月 災害時に緊急放送が受信できる防災ラジオを発売。
10月 小型家電リサイクル開始、町内 3か所に回収BOX。
　　　大相撲丸亀場所を町が共催で実施。土俵の清め塩に宇多津
　　　の塩を使用。

ううたづ 
 この１ 年を振り返るうたづ 
 この１ 年を振り返るうたづ 
 この１ 

来年も良い年であ 来年も良い年であ りますように！！
来年も良い年であ り
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こ
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12
月
４
日
か
ら
11
日
ま
で
は
「
人

権
週
間
」
で
す
。
皆
さ
ん
も
身
近

な
人
権
問
題
を
一
緒
に
考
え
て
み

ま
し
ょ
う
。

便
利
な

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　
調
べ
物
が
で
き
る
、
買
い
物
が

で
き
る
、
音
楽
も
聞
け
る
、
投
稿

も
で
き
る
、
誰
も
が
簡
単
に
国
内

外
か
ら
様
々
な
情
報
を
得
ら
れ
る

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
関
連
の
法
律
や
ル
ー
ル
を
守
っ

て
正
し
く
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

コ
ピ
ー
や
書
き
込
み
の
ル
ー
ル

　
様
々
な
情
報
を
簡
単
に
コ
ピ
ー

で
き
ま
す
が
、
著
作
権
が
あ
り
ま

す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
写
真
や
文

章
、
イ
ラ
ス
ト
な
ど
は
著
作
者
の

も
の
な
の
で
、
個
人
が
利
用
す
る

場
合
は
別
と
し
て
、
勝
手
に
コ
ピ
ー

し
て
不
特
定
多
数
の
人
に
配
布
す

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
（「
著
作
権

法
」）。

　「
掲
示
板
」
や
「
チ
ャ
ッ
ト
」
に

書
き
込
み
や
投
稿
を
す
る
と
き
に

は
利
用
ル
ー
ル
を
守
ら
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
匿
名
性
を
悪
用
し

て
ウ
ソ
や
不
当
な
こ
と
、
個
人
を

傷
つ
け
る
内
容
な
ど
を
書
き
込
む

こ
と
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。
他
人
の

個
人
情
報
を
書
き
込
む
こ
と
も
で

き
ま
せ
ん
（「
個
人
情
報
保
護
法
」）。

個
人
情
報
と
は
本
名
、
住
所
、
電

話
番
号
、
生
年
月
日
な
ど
を
い
い

ま
す
。

子
ど
も
に
も
被
害
が

　
ル
ー
ル
が
守
ら
れ
ず
子
ど
も
が

人
権
侵
害
の
被
害
に
あ
う
ケ
ー
ス

が
起
き
て
お
り
、
香
川
県
Ｐ
Ｔ
Ａ

連
絡
協
議
会
は
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
有
害
情
報
対
策
事
業
」
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　
県
内
で
は
中
学
生
の
４
割
以
上

が
携
帯
電
話
を
持
っ
て
い
ま
す
。

携
帯
電
話
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

に
簡
単
に
接
続
で
き
る
た
め
、
子

ど
も
た
ち
が
人
権
侵
害
の
被
害
者

に
な
っ
た
り
、
加
害
者
に
な
っ
た

り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ネ
ッ

ト
掲
示
板
に
「
Ａ
は
汚
い
」
と
悪

口
が
書
か
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ク
ラ
ス
中
で
犯
人
捜
し
が
始
ま
り
、

不
信
感
が
広
が
り
ま
し
た
。Ａ
君
は

学
校
が
い
や
に
な
り
、
書
い
た
本

人
は
バ
レ
る
こ
と
を
恐
れ
て
不
登

校
に
な
り
ま
し
た
。「
Ｂ
よ
、金
持
っ

て
来
い
」
と
書
か
れ
、
怖
く
て
学

校
へ
行
け
な
く
な
っ
た
例
も
あ
り

ま
す
。
こ
れ
は
犯
罪
で
す
。
発
信

者
は
バ
レ
な
い
と
安
心
し
て
い
ま

す
が
、
必
ず
発
信
記
録
が
残
る
の

で
発
信
者
は
特
定
さ
れ
ま
す
。

　
ほ
か
に
も
出
会
い
系
サ
イ
ト
で

知
り
合
っ
て
援
助
交
際
や
暴
行
の

被
害
を
受
け
た
と
か
、
ア
ダ
ル
ト

情
報
に
入
り
込
ん
で
不
当
に
大
金

を
請
求
さ
れ
る
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル

も
起
き
て
お
り
、
家
庭
で
も
携
帯

電
話
の
使
い
方
に
つ
い
て
話
し
合

う
こ
と
が
必
要
で
す
。
有
害
情
報

か
ら
子
ど
も
を
守
る
た
め
に
「
フ
ィ

ル
タ
リ
ン
グ
」（
有
害
情
報
閲
覧
規

制
）
も
有
効
で
す
。
携
帯
電
話
会

社
に
相
談
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
人
権
侵
害

　
法
務
省
に
よ
る
と
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
利
用
者
は
現
在
約
９
７
０

０
万
人
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
係

の
人
権
侵
犯
事
件
で
新
規
の
救
済

手
続
き
を
介
し
た
件
数
は
こ
こ
３

年
間
で
毎
年
６
０
０
件
を
超
え
て

い
ま
す
。

　
ま
た
内
閣
府
の
世
論
調
査
に
よ

る
と
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る

人
権
侵
害
と
し
て
一
番
多
く
挙
げ

ら
れ
た
の
は
「
他
人
を
誹
謗
中
傷

す
る
情
報
」（
58
％
）
で
、次
が
「
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
に
関
す
る
情
報
」

（
50
％
）、「
出
会
い
系
サ
イ
ト
等
犯

罪
を
誘
発
す
る
情
報
」（
43
％
）
な

ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。（
法
務
省
「
平

成
25
年
度
版
人
権
の
擁
護
」
参
照
）

書
き
込
み
削
除
な
ど
要
請

　
町
で
は
表
現
の
自
由
を
尊
重
し

な
が
ら
、
個
人
の
名
誉
を
傷
つ
け

て
差
別
を
助
長
す
る
な
ど
人
権
侵

害
に
つ
な
が
る
恐
れ
の
あ
る
書
き

込
み
等
は
、
県
と
連
携
し
て
プ
ロ

バ
イ
ダ
ー
等
に
発
信
停
止
や
削
除

要
請
を
申
し
入
れ
る
な
ど
の
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

インターネットの正しい使い方

人権週間です！　一緒に考えてみませんか人権週間です！　一緒に考えてみませんか人権週間です！　一緒に考えてみませんか人権週間です！　一緒に考えてみませんか人権週間です！　一緒に考えてみませんか
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問

人
権
コ
ラ
ム

高
齢
者
の
人
権
④

　
　

虐
待
の
防
止

第
65
回
人
権
週
間

12
月
４
日
〜
10
日

　
人
権
週
間
は
昭
和
23
年
12
月
10

日
、国
連
総
会
で
〈
世
界
人
権
宣
言
〉

が
採
択
さ
れ
た
日
を
記
念
し
て
で

き
ま
し
た
。

　「
人
権
」
は
、
人
間
ら
し
い
幸
せ

な
生
活
を
営
む
た
め
に
必
要
な
権

利
で
す
。
お
互
い
の
人
権
が
尊
重

さ
れ
る
明
る
い
世
の
中
に
し
ま

し
ょ
う
。

　
高
松
法
務
局
と
香
川
県
人
権
擁

護
委
員
連
合
会
は
、
平
成
24
年
度

啓
発
活
動
重
点
目
標
を
「
み
ん
な

で
築
こ
う
　
人
権
の
世
紀
　
〜
考

え
よ
う
　
相
手
の
気
持
ち
　
育
て

よ
う
思
い
や
り
の
心
〜
」
と
定
め
、

次
の
よ
う
な
強
調
事
項
を
掲
げ
て

啓
発
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

 

○
女
性
の
人
権
を
守
ろ
う

○
子
ど
も
の
人
権
を
守
ろ
う

○
高
齢
者
を
大
切
に
す
る
心
を
育

て
よ
う

○
障
害
の
あ
る
人
の
自
立
と
社
会

参
加
を
進
め
よ
う

○
部
落
差
別
を
な
く
そ
う

○
ア
イ
ヌ
の
人
々
に
対
す
る
理
解

を
深
め
よ
う

○
外
国
人
の
人
権
を
尊
重
し
よ
う

○
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
や
ハ
ン
セ
ン
病

患
者
等
に
対
す
る
偏
見
を
な
く

そ
う

○
刑
を
終
え
て
出
所
し
た
人
に
対

す
る
偏
見
を
な
く
そ
う

○
犯
罪
被
害
者
と
そ
の
家
族
の
人

権
に
配
慮
し
よ
う

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
悪
用
し
た

人
権
侵
害
を
や
め
よ
う

○
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害

問
題
に
対
す
る
認
識
を
深
め
よ

う
○
ホ
ー
ム
レ
ス
に
対
す
る
偏
見
を

な
く
そ
う

○
性
的
指
向
を
理
由
と
す
る
差
別

を
な
く
そ
う

○
性
同
一
障
害
を
理
由
と
す
る
差

別
を
な
く
そ
う

○
人
身
取
引
を
な
く
そ
う

○
東
日
本
大
震
災
に
起
因
す
る
人

権
問
題
に
取
り
組
も
う

　
皆
さ
ん
の
中
で
、
家
庭
内
の
問

題
（
夫
婦
、
親
子
、
結
婚
、
離
婚
、

扶
養
、
相
続
等
）、
隣
近
所
と
の
も

め
ご
と
、
借
地
・
借
家
問
題
、
差

別
問
題
、
外
国
人
の
人
権
問
題
な

ど
、
様
々
な
心
配
ご
と
で
お
困
り

の
方
は
、
人
権
相
談
所
あ
る
い
は

町
人
権
擁
護
委
員
に
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密

は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
い
じ
め
や
虐
待
な
ど
、

子
ど
も
の
人
権
に
関
す
る
相
談
・

情
報
は
、
子
ど
も
人
権
１
１
０
番

（
０
１
２
０
ー

０
０
７
ー

１
１
０
＝
高

松
法
務
局
人
権
擁
護
部
）、
夫
や
恋

人
か
ら
の
暴
力
、
職
場
に
お
け
る

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
や

ス
ト
ー
カ
ー
行
為
な
ど
、
女
性
の

人
権
に
関
す
る
相
談
・
情
報
は
、

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
（
０

５
７
０
ー

０
７
０
ー

８
１
０
＝
高
松

法
務
局
人
権
擁
護
部
）
へ
気
軽
に

電
話
し
て
く
だ
さ
い
。

■
　
虐
待
認
定
　
１
２
７
人

　
香
川
県
が
家
族
や
同
居
人
ら
養

護
者
か
ら
受
け
た
高
齢
者
虐
待
の

相
談（
通
報
含
む
）は
１
６
９
件（
平

成
21
年
度
）
で
し
た
。
そ
の
う
ち
、

虐
待
と
判
断
さ
れ
た
の
は
１
２
６

件
（
１
２
７
人
）
で
、
被
害
者
の

78
％
が
女
性
で
し
た
。
ま
た
、
被

害
者
の
48
％
が
80
歳
以
上
で
、
介

護
保
険
の
認
定
を
受
け
て
い
る
人

が
57
％
で
し
た
。

　
虐
待
の
内
容
は
身
体
的
虐
待
が

61
％
で
最
も
多
く
、
続
い
て
心
理

的
虐
待
・
介
護
等
の
放
棄
・
経
済

的
虐
待
が
20
％
台
で
す
。
虐
待
者

は
息
子
が
44
％
、
夫
が
18
％
、
娘

が
13
％
な
ど
で
す
。
相
談
や
通
報

は
主
に
家
庭
や
親
族
、
あ
る
い
は

ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
な
ど
か
ら
で

し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
は
あ
く

ま
で
も
氷
山
の
一
角
で
、「
家
の
恥
」

「
世
話
に
な
っ
て
い
る
」
な
ど
と
考

え
て
表
に
出
さ
な
い
事
案
も
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。
な
お
、「
虐
待
で

は
」
と
思
っ
た
ら
役
場
な
ど
に
通

報
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す

（「
高
齢
者
虐
待
防
止
法
」）。

■
　
加
害
者
も
被
害
者

　
認
知
症
患
者
が
被
害
に
遭
う

ケ
ー
ス
が
多
い
こ
と
か
ら
、
認
知

症
へ
の
正
し
い
理
解
が
求
め
ら
れ

ま
す
。
認
知
症
に
よ
る
物
忘
れ
と

加
齢
に
よ
る
物
忘
れ
は
異
な
り
ま

す
。
例
え
ば
食
事
を
食
べ
て
い
て

も
「
食
べ
て
い
な
い
」
と
言
い
張

る
場
合
は
、
病
気
で
あ
る
こ
と
を

理
解
し
て
受
け
入
れ
る
な
ど
、
相

手
の
立
場
に
立
つ
こ
と
が
虐
待
防

止
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
介
護
疲
れ
か
ら
虐
待
に
至
る

ケ
ー
ス
、
ま
た
養
護
者
が
ス
ト
レ

ス
か
ら
虐
待
に
走
る
ケ
ー
ス
も
あ

り
ま
す
。
一
人
で
悩
ま
ず
に
、
民

生
委
員
や
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
な
ど
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
49
ー

８
７
４
０
）

広報12月号A4校正  13.11.28 15:40  ページ 5



6と　
き 内主日時 場所と　

こ
　
　
ろ 主催 内容 料費用 準準備物 対対象者 締期限 期期間定定員 他その他 申申し込み 問お問い合わせ

歳入 71億7,450万円

負担金、使用料
225百万円
3.1%

町債
782百万円
10.9%

財産収入、
寄付金、諸収入
271百万円
3.8%

繰入金
232百万円
3.2%

繰越金
579百万円
8.1%

国県支出金
1,242百万円
17.3%

地方交付税
602百万円
8.4%

地方譲与税
56百万円
0.8%

各種交付金等
258百万円
3.6%

町税
2,927百万円
40.8%

歳出（目的別） 65億8,120万円

総務費
1,089百万円
16.5%

民生費
2,002百万円
30.4%衛生費

454百万円
6.9%農林水産費

84百万円
1.3%

商工費
126百万円
1.9%

労働費
15百万円
0.2%

諸支出金
4百万円
0.1%

議会費
81百万円
1.2%

公債費
375百万円
5.7%

教育費
1,395百万円
21.2%

消防費
204百万円
3.1%
土木費
752百万円
11.4%

歳出（性質別） 65億8,120万円

扶助費
1,192百万円
18.1%

人件費
1,036百万円
15.8%

公債費
384百万円
5.8%物件費

973百万円
14.8%

維持補修費
101百万円
1.5%

補助費等
540百万円
8.2%

繰出金
746百万円
11.3%

普通建設費
1,276百万円
19.4%

積立金
288百万円
4.4%

貸付金等
45百万円
0.6%

基金残高の推移

520 65650
89890 1,001 99992 1,06060 1,07072 1,04046

1,220 1,21,245

891
82823

64644
65659 62629

713 752 927
96963 99994

520 650
890 1,001 992 1,060 1,072 1,046

1,220 1,245

891
823

644
659 629

713 752 927
963 994

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

単
位
（
百
万
円
）

財政調整基金 その他基金

地方債残高の推移

3,43,459 3,090 3,108 2,809 2,52,520 2,353 2,242,245 2,149 2,072,072 2,288

614
913 1,11,143 1,353

1,51,519 1,657 1,88886 2,197 2,452,451
2,705

3,459 3,090 3,108 2,809 2,520 2,353 2,245 2,149 2,072 2,288

614
913 1,143 1,353

1,519 1,657 1,886 2,197 2,451
2,705

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

H15　H16　H17　H18　H19　H20　H21　H22　H23　H24
H15　H16　H17　H18　H19　H20　H21　H22　H23　H24

単
位
（
百
万
円
）

地方債（臨財債除く） 臨時財政対策債

　
平
成
24
年
度
の
一
般
会
計
決
算

は
、
歳
入
71
億
７
４
５
０
万
円
、

歳
出
65
億
８
１
２
０
万
円
で
、
前

年
度
と
比
較
し
て
歳
入
は
５
億
８

５
０
０
万
円
、
歳
出
で
は
５
億
７

１
０
０
万
円
そ
れ
ぞ
れ
増
え
ま
し

た
。
増
額
と
な
っ
た
主
な
要
因
は

幼
稚
園
、
小
学
校
、
中
学
校
等
の

施
設
改
修
等
に
よ
る
も
の
で
す
。

歳
　
入

　
歳
入
う
ち
町
税
は
29
億
２
７
２

０
万
円
と
な
り
、
前
年
度
と
比
較

し
て
３
７
１
０
万
円
の
減
収
と

な
っ
て
い
ま
す
。
内
訳
と
し
て
町

民
税
は
８
２
３
０
万
円
増
加
し
て

い
ま
す
が
、
固
定
資
産
税
は
土
地

評
価
や
建
物
評
価
の
下
落
に
よ
り

１
億
１
２
５
０
万
円
の
減
少
と

な
っ
て
い
ま
す
。
国
庫
補
助
金
は

小
中
学
校
の
増
改
築
工
事
等
で
９

７
２
０
万
円
増
え
、
町
債
も
２
億

５
５
９
０
万
円
増
加
し
ま
し
た
。

ま
た
、
財
産
収
入
は
公
有
地
の
売

却
等
で
８
１
２
０
万
円
増
と
な
り
、

財
政
調
整
基
金
等
か
ら
の
繰
入
金

は
１
億
６
８
３
０
万
円
増
加
し
て 

い
ま
す
。

歳
　
出

　
歳
出
を
目
的
別
で
み
る
と
、
総

務
費
は
土
地
開
発
公
社
の
用
地
取

得
等
で
２
億
１
７
７
０
万
円
の
増
、

教
育
費
は
小
中
学
校
等
の
増
改
築

で
３
億
３
１
０
０
万
円
の
増
と

な
っ
て
い
ま
す
。
農
林
水
産
費
は

地
籍
調
査
、
漁
港
施
設
改
修
等
で

３
５
０
０
万
円
増
え
て
い
ま
す

　
性
質
別
で
み
る
と
、
普
通
建
設

費
が
前
年
度
と
比
較
し
て
５
億
８

４
０
０
万
円
増
の
12
億
７
６
４
０

　

万
円
（
19
％
）
と
最
も
多
く
な
っ

て
い
ま
す
。
次
に
扶
助
費
11
億
９

２
０
０
万
円
（
18
％
）
人
件
費
10

億
３
６
０
０
万
円
（
16
％
）
の
順

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
地
方
債
残
高
お
よ
び
基
金
積
立

金
に
つ
い
て
は
、
別
表
の
と
お
り

で
す
。
地
方
債
残
高
の
う
ち
、
臨

時
財
政
対
策
債
は
交
付
税
に
替
わ

る
財
政
措
置
で
後
年
度
に
償
還
金

の
全
額
が
国
か
ら
補
て
ん
さ
れ
る

起
債
で
す
。

平成 24 年度決算の概要
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7

問

ほ
こ
ら

使 い 道 主　な　内　容

緑 化
公園・遊歩道における苗や材料費、肥料代
に活用します。

防 犯
青色防犯パトロールカー運行にかかる経費
や安全安心まちづくり活動に活用します。

防 災
住民の生命と財産を守るため、防災・災害
対策などに活用します。

教 育
教育振興のうち、中学校の部活動等の教育
の振興に活用します。

一 般
本制度の趣旨に沿う、まちづくりを始めと
する幅広い範囲の事業に活用します。

①ふるさと納
税を希望する
自治体へ寄付
する。 

②自治体から
領収書を受け
取る。 

③所得税確定
申告時に領収
書を添付する。

④所得税の還
付。 

⑤寄付金控除
後に住民税決
定通知。 

ふるさと納税の流れ

ふ
る
さ
と
納
税
で
応
援
を

　「
ふ
る
さ
と
納
税
」
は
、
ふ
る
さ

と
を
応
援
し
た
い
と
い
う
気
持
ち

か
ら
寄
付
を
し
て
い
た
だ
い
た
方

を
税
制
面
で
支
援
す
る
制
度
で
す
。

寄
付
の
申
し
出
の
際
に
寄
付
金
の

使
い
道
が
選
べ
ま
す
。

　
町
へ
の
寄
付
金
は
、
確
定
申
告

に
よ
っ
て
所
得
税
と
個
人
住
民
税

で
控
除
を
受
け
ら
れ
ま
す
。
そ
の

場
合
、
２
０
０
０
円
を
超
え
る
部

分
の
寄
付
金
額
に
つ
い
て
、
通
常

の
所
得
税
や
住
民
税
の
寄
付
金
控

除
の
ほ
か
に
、
住
民
税
の
特
別
控

除
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
町
で
は
３
万
円
以
上
の

寄
付
者
に
対
し
「
う
た
づ
の
特
産

品
」
を
進
呈
し
て
い
ま
す
。

　
　
町
総
務
課
　（
49
ー

８
０
１
３
）

う
た
づ
の
祠
シ
リ
ー
ズ
⑦

〈
小
烏
大
明
神
と
九
頭
龍
神
社
〉

　
小
烏
大
明
神
が
津
之
郷
の
里
か

ら
宇
多
津
の
地
（
宇
夫
階
）
に
移

ら
れ
て
か
ら
、
毎
年
の
よ
う
に
風

水
害
に
あ
い
、
田
畑
が
荒
れ
、
村

人
は
困
っ
て
い
ま
し
た
。
村
人
は

毎
年
続
く
こ
の
難
か
ら
逃
れ
よ
う

と
野
津
郷
神
社
（
津
の
郷
の
南
に

あ
る
通
称
三
本
松
）
に
集
ま
り
、

新
し
い
神
を
迎
え
る
こ
と
を
決
め
、

出
雲
大
社
に
お
願
い
を
し
て
諸
々

の
神
様
の
中
か
ら
九
頭
龍
の
神
の

分
神
を
授
か
り
ま
し
た
。

　
九
頭
龍
の
神
を
神
屋
敷
（
現
九

頭
龍
神
社
）
の
中
心
に
安
置
し
て

か
ら
災
い
が
無
く
な
っ
た
こ
と
か

ら
、
村
人
は
神
に
感
謝
し
、
毎
年

10
月
17
・
18
日
に
お
神
楽
を
奉
納

し
て
き
ま
し
た
。

　
津
の
郷
の
人
た
ち
は
九
頭
龍
神

社
の
祭
り
を
「
小
祭
り
」、
宇
夫
階

神
社
の
祭
り
を
「
大
祭
り
」
と
呼
び
、

大
祭
り
に
は
多
く
の
人
が
参
列
す

る
の
も
こ
の
名
残
で
は
な
い
か
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

　
境
内
に
は
、
九
頭
龍
神
社
と
は

別
に
三
社
が
奉
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
一
社
の
前
に
は
小
さ
な
鳥
居

と
狛
犬
が
鎮
座
し
、
産
沙
の
丘
に

飛
び
立
っ
た
小
烏
大
明
神
を
お
祀

り
し
、
現
在
も
毎
月
、
地
域
の
人

に
よ
り
清
掃
活
動
や
社
殿
の
管
理

等
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

＊
　
小
烏
大
明
神

　
第
12
代
景
行
天
皇
の
皇
子
日
本

武
尊
の
御
子
武
殻
王
が
阿
野
郡
（
旧

綾
歌
郡
）
の
国
造
と
な
り
、
瀬
戸

内
海
を
船
で
巡
視
し
た
折
、
嵐
に

遭
遇
し
た
。
そ
の
時
、
王
は
宇
多

津
方
面
に
向
き
、
宇
夫
志
奈
大
神

に
無
事
を
祈
念
す
る
と
、
カ
ラ
ス

が
飛
ん
で
き
て
、
本
島
に
導
き
難

を
逃
れ
た
と
の
故
事
に
よ
り
小
烏

大
明
神
と
称
さ
れ
た
。

（
町
文
化
財
保
護
協
会
　西

角
　
邦
夫
）

増改築工事が終了した宇多津中学校

うたづ臨海公園 遊具広場

青色防犯パトロールカー
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対と　
こ
　
　
ろ

問

締持
参
物

問

問

問問

対

8と　
き 内主日時 場所と　

こ
　
　
ろ 主催 内容 料費用 準準備物 対対象者 締期限 期期間定定員 他その他 申申し込み 問お問い合わせ

聖マルチン病院
（谷　町）
☎46-5195

※変更される場合がありますので、必ず新聞紙上等でご確認ください。

　　サポートセンター　　　0歳～就園前の子どもと保護者
　　保健センター（49-8008）サポートセンター（41-0516）
　　※変更の場合があります。※2014 年は 1月 7日 ( 火 ) から開設します。

日

回生病院
（室　町）
☎46-1011

坂出市立病院
（文京町）
☎46-5131

眞鍋外科内科医院
（宇多津町）
☎49-6611

鶴野内科外科医院
（宇多津町）
☎49-0431

高橋内科医院
（文京町）
☎46-3315

永井整形外科医院
（川津町）
☎45-1177

峯小児科医院
（寿町）
☎46-4315

松山医院
（宇多津町）
☎49-0706

たかはし整形外科医院
（笠指町）
☎45-6121

林内科呼吸器科病院
（白金町）
☎46-5302

福家内科クリニック
（加茂町）
☎48-0331

12月の休日当番医
内科及び小児科 外　　科

1日㈰

8日㈰

15日㈰

22日㈰

23日㈪

29日㈰

2

3

5

9

10

12

16

17

19

24

25

26

月

火

木

月

火

木

月

火

木

火

水

木

10:20～

11:00～

13:00～

11:00～

13:30～

10:40～

11:00～

10:30～

11:00～

11:00～

14:00～

11:00～

13:00～

10:30～

10:30～

10:00～

11:00～

14:00～

おんがく遊び

おりがみ教室 (干支：馬 )

えいごで遊ぼう

オカリナと一緒にうたいましょう

ベビー体操（宇多津中学校から職場体験に来ます）

お散歩にいきましょう（臨海公園 10時 40分集合）

ママとペア体操

保健師さんQ＆A

わんぱく広場

おたんじょう会

はぐはぐクラフト

母と子のわらべうた

ママとベビーのヨガタイム

木育ひろば

はぐはぐクリスマス会

のびのび *はぐはぐおたのしみ会（平山保育園 10時集合）

おはなし会（絵本・手遊び）

おはなし会（わらべうた）　　

はぐはぐランドうたづカレンダー
日 曜日 時間 行事名

遺
児
・
難
病
者
年
金
支
給

　
町
内
に
１
年
以
上
（
12
月
１
日
現

在
）
住
所
を
有
し
、
次
に
該
当
す
る

人
は
遺
児
年
金
（
１
万
１
０
０
０

円
）・
難
病
者
年
金
（
１
万
５
０
０

０
円
）
の
受
給
対
象
と
な
り
ま
す
の

で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
▼
遺
児
年
金

　
　
扶
養
を
受
け
て
い
た
父
親
ま
た

は
母
親
が
、
死
亡
や
３
年
以
上

生
死
不
明
の
義
務
教
育
（
小
中

学
校
）
終
了
前
の
児
童
・
生
徒

　
▼
難
病
者
年
金

　
　
特
定
疾
患
に
つ
い
て
香
川
県
知

事
の
認
定
を
受
け
て
い
る
人

　
　
12
月
11
日
（
水
）

　
　
　
　
印
鑑
▽
難
病
者
年
金
は
特

定
疾
患
医
療
受
給
者
証
▽
預
金

通
帳

支
給
予
定
日
　
12
月
25
日
（
水
）

　
　
町
保
健
福
祉
課

　
　（
49
ー

８
０
０
３
）

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
を

　
国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。
保
険
料
を
納
め
な

い
ま
ま
に
し
て
お
く
と
、
将
来
、
老

齢
基
礎
年
金
や
障
害
・
遺
族
年
金
が

受
け
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
平
成
25
年
度
の
保
険
料
額
は
、
１

か
月
１
万
５
０
４
０
円
で
す
。

　
納
め
た
保
険
料
は
、
全
額
が
社
会

保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
、
税
金

の
負
担
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　
納
付
が
ま
だ
の
方
は
、
納
付
書
で

金
融
機
関
や
郵
便
局
、
コ
ン
ビ
ニ
に

て
納
め
て
く
だ
さ
い
。
口
座
振
替
や

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
よ
る
納
付
方

法
も
あ
り
ま
す
。

　
　
高
松
西
年
金
事
務
所

　
国
民
年
金
課

　
　（
０
８
７
ー

８
２
２
ー

２
８
４
１
）

野
焼
き
は
や
め
ま
し
ょ
う

　
煙
が
部
屋
の
中
に
入
っ
て
き
た

り
、
洗
濯
物
に
も
に
お
い
が
つ
い
た

り
と
、
野
外
焼
却
は
目
に
見
え
な
い

と
こ
ろ
で
被
害
を
拡
大
さ
せ
て
い
ま

す
。
法
律
の
例
外
規
定
以
外
の
「
野

外
焼
却
」
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
例
外
と
は
、

１
．
国
ま
た
は
地
方
公
共
団
体
が
そ

の
施
設
を
管
理
す
る
た
め
に
必

要
な
焼
却
。

２
．
震
災
、
風
水
害
な
ど
災
害
の
応

急
対
策
ま
た
は
復
旧
の
た
め
に

必
要
な
焼
却
。

３
．
風
俗
習
慣
上
、
ま
た
は
宗
教
上

の
行
事
を
行
う
た
め
に
必
要
な

焼
却
。

４
．
農
業
、
林
業
ま
た
は
漁
業
を
営

む
た
め
に
や
む
を
得
ず
行
う
焼

却
。

　
こ
の
例
外
規
定
を
除
き
、「
野
外

焼
却
」
は
禁
止
で
す
。

　
　
町
住
民
生
活
課

　
　
　
　
　（
49
ー

８
０
０
０)

家
屋
取
り
壊
し
は
届
け
出
を

　
家
屋
を
取
り
壊
し
た
と
き
は
、「
家

屋
滅
失
届
」
を
町
税
務
課
固
定
資
産

税
係
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
家
屋
に
対
す
る
固
定
資
産
税
は
毎

年
１
月
１
日
現
在
の
状
況
に
基
づ
き

課
税
さ
れ
ま
す
。
年
の
途
中
で
取
り

壊
し
等
を
し
た
家
屋
は
、
翌
年
度
の

課
税
に
影
響
が
あ
り
ま
す
。
面
積
の

大
小
に
か
か
わ
ら
ず
届
け
出
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
な
お
、
登
記
し
て
い
る
家
屋
を
取

り
壊
し
、「
家
屋
の
滅
失
届
」
を
出

し
て
も
登
記
上
、
滅
失
は
さ
れ
ま
せ

ん
。
法
務
局
で
家
屋
の
滅
失
登
記
を

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
　
町
税
務
課

　
　
　
　
　（
49
ー

８
０
０
４)
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9

問

問

広告

文
化
財
見
学
研
修

町
文
化
財
保
護
協
会

　
町
文
化
財
保
護
協
会
主
催
の
見

学
研
修
が
11
月
１
日
、
本
島
で
あ

り
、
総
勢
24
人
が
丸
亀
市
塩
飽
諸

島
の
中
心
、
本
島
へ
出
掛
け
ま
し

た
。

　
海
の
政
所
で
あ
っ
た
、
塩
飽
勤

番
所
跡
地
を
始
め
、
塩
飽
の
山
寺

と
呼
ば
れ
る
正
覚
院
、
宇
夫
階
神

社
と
も
関
連
の
あ
る
木
烏
神
社

（
11
月
広
報
「
う
た
づ
の
祠
シ
リ
ー

ズ
⑥
」
を
参
照
）、
東
光
寺
、
両
墓

制
の
墓
、
笠
島
の
伝
統
的
な
町
並

み
、
ゆ
る
ぎ
岩
観
音
、
夫
婦
倉
を

見
ま
し
た
。

　
正
覚
院
に
は
国
の
重
要
文
化
財

で
あ
る
「
木
造
観
音
菩
薩
像
」
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
像
は
33
年
に
一

度
開
帳
さ
れ
る
秘
仏
で
あ
る
た
め
、

今
回
は
拝
観
が
か
な
い
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
お
寺
か
ら
の
丁
寧
な
説

明
と
と
も
に
、
毘
沙
門
天
像
、
不

動
明
王
像
、
線
刻
十
一
面
観
音
鏡

像
（
い
ず
れ
も
国
の
重
要
文
化
財
）

を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
普

段
は
開
け
て
い
な
い
収
蔵
庫
の
品

も
あ
り
、
大
変
感
激
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
木
烏
神
社
内
に
あ
る
芝

居
小
屋
の
千
歳
座
で
も
、
普
段
は

閉
め
て
い
る
扉
を
開
け
て
い
た
だ

き
、
実
際
に
芝
居
を
し
て
い
た
時

の
建
物
の
様
子
を
見
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。

　
た
く
さ
ん
の
文
化
財
や
昔
な
が

ら
の
町
並
み
を
見
る
こ
と
で
、
文

化
財
へ
の
理
解
を
深
め
る
だ
け
で

な
く
、
文
化
財
の
保
存
、
管
理
に

つ
い
て
も
勉
強
で
き
た
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

「
秋
の
文
化
祭
」
華
や
か
に

町
文
化
協
会

　
文
化
祭
が
11
月
９
日
・
10
日
の

両
日
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
の
芸
能
祭
で
は
子
ど
も
た

ち
の
舞
台
姿
が
躍
動
し
て
い
る
よ

う
に
感
じ
ま
し
た
。
若
い
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
負
け
な
い
よ
う
、
芸
能
部

会
19
団
体
の
方
々
も
日
頃
の
練
習

の
成
果
を
披
露
し
、
文
化
部
会
19

団
体
の
皆
さ
ん
も
作
品
を
大
勢
の

方
々
に
ご
覧
い
た
だ
き
、
感
謝
し

て
い
ま
す
。

　
体
験
教
室
で
は
来
場
の
皆
さ
ん

と
直
接
ふ
れ
合
う
機
会
が
あ
り
、

有
意
義
な
文
化
祭
と
な
り
ま
し
た
。

　
文
化
協
会
は
様
々
な
趣
味
に
つ

な
が
る
活
動
を
毎
月
行
っ
て
い
ま

す
。
興
味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

　
　
町
教
育
委
員
会 

生
涯
学
習
課

　(

49
ー

８
０
０
７)

ク
リ
ー
ン
作
戦
参
加
の
お
礼

　
ご
み
の
な
い
美
し
い
ま
ち
づ
く

り
を
目
指
し
、
年
２
回
実
施
し
て

い
る
ク
リ
ー
ン
作
戦
が
11
月
10
日
、

町
内
一
斉
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
自

治
会
連
合
会
や
婦
人
会
を
は
じ
め
、

町
内
事
業
所
、
団
体
な
ど
大
勢
の

皆
さ
ん
に
ご
参
加
・
ご
協
力
い
た

だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
ご
み
の
な

い
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し

ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
参
加
事
業
所
・
団
体
は
次
の
と

お
り
。(

順
不
同)

　
▽
世
界
の
ガ
ラ
ス
館
▽
宇
多
津

郵
便
局
▽
四
国
化
成
工
業
㈱
R
＆

D
セ
ン
タ
ー
▽
㈲
萩
原
総
業
四
国

健
康
村
▽
㈱
旭
食
品
▽
宇
多
津
ビ

ブ
レ
▽
Ｙ
Ｋ
Ｋ 

Ａ
Ｐ
労
働
組
合
▽

㈱
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
▽
ス
テ
イ
シ
ョ
ン
ク
リ
エ
イ
ト

▽
デ
リ
カ
サ
ラ
ダ
ボ
ー
イ
▽
㈱
イ

マ
ー
ジ
ュ
新
宇
多
津
物
流
▽
ヤ
マ

ダ
電
機
宇
多
津
店
▽
旭
流
通
シ
ス

テ
ム
㈱
▽
Ａ
Ｉ
Ｚ
Ｅ
Ｎ
宇
多
津
店

▽
㈱
久
保
田
麺
業
▽
ジ
ョ
ー
コ
ー

ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
▽
㈱
き
む
ら
▽
大

和
製
作
所
▽
讃
匠
㈱
▽
め
り
け
ん

や
▽
四
国
旅
客
鉄
道
㈱
高
松
保
線

区
▽
町
自
治
会
連
合
会
▽
町
婦
人

会
▽
宇
多
津
中
学
校
▽
宇
多
津
小

学
校
▽
宇
多
津
北
小
学
校

　
　
町
住
民
生
活
課

　
　
　
　
　
　(

49
ー

８
０
０
０)
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き 内主日時 場所と　

こ
　
　
ろ 主催 内容 料費用 準準備物 対対象者 締期限 期期間定定員 他その他 申申し込み 問お問い合わせ

新
体
操
ア
ジ
ア
ジ
ュ
ニ
ア
選
手
権

日
本
代
表
に
植
松
桃
加
さ
ん

　
全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
新
体
操
選
手
権

大
会
が
代
々
木
第
一
体
育
館
で
行
わ

れ
、
植
松
桃
加
さ
ん
（
宇
多
津
中
２

年
）
が
４
種
目
合
計
で
５
位
入
賞
を

果
た
し
ま
し
た
。
11
月
22
日
か
ら
24

日
に
行
わ
れ
た
全
日
本
新
体
操
選
手

権
の
出
場
資
格
を
取
得
、
来
年
２
月

に
マ
レ
ー
シ
ア
で
開
か
れ
る
ア
ジ
ア

ジ
ュ
ニ
ア
選
手
権
大
会
（
ユ
ー
ス
予

選
）の
日
本
代
表
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

四
国
書
道
展
で
織
田
さ
ん
に
大
賞

　
第
43
回
四
国
書
道
展
（
四
国
新
聞

主
催
）
で
、
宇
多
津
町
の
織
田
明
子

さ
ん
が
応
募
総
数
５
４
１
点
の
中
か

ら
見
事
に
大
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
織
田
さ
ん
の
作
品
は
柿
本
人
麻
呂

の
和
歌
を
題
材
と
し
た『
天
の
海
に
』

で
、「
線
の
中
に
自
然
の
強
さ
や
優

し
さ
、
自
然
が
刻
む
リ
ズ
ム
を
表
現

し
た
。
他
の
高
齢
者
の
皆
さ
ん
の
励

み
に
な
れ
ば
う
れ
し
い
」
と
受
賞
の

喜
び
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

県
交
通
安
全
母
の
会
連
合
会

会
長
表
彰

　
11
月
８
日
に
開
か
れ
た
第
34
回
香

川
県
交
通
安
全
母
親
活
動
推
進
大
会

で
、
宇
多
津
北
小
学
校
交
通
少
年
団

が
県
交
通
安
全
母
の
会
連
合
会
会
長

表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　
平
成
13
年
か
ら
、
子
ど
も
た
ち
の

安
全
の
た
め
、
交
通
安
全
教
室
を
開

催
し
、
平
成
23
年
か
ら
は
新
た
に
交

通
安
全
暗
唱
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
始
め

て
、
交
通
ル
ー
ル
を
楽
し
く
覚
え
て

い
ま
す
。

　山
田
さ
ん
に
県
交
通
安
全
県
民

大
会
で
会
長
感
謝
状

　
10
月
31
日
に
開
か
れ
た
第
47
回
香

川
県
交
通
安
全
県
民
大
会
で
、
町
交

通
指
導
員
山
田
勝
利
さ
ん
＝
写
真
＝

が
、
優
良
市
町
交
通
指
導
員
と
し
て

県
交
通
安
全
県
民
会
議
会
長
感
謝
状

を
受
け
ま
し
た
。

　
山
田
さ
ん
は
平
成
９
年
か
ら
、
町

交
通
指
導
員
と
し
て
登
校
中
の
児
童

生
徒
の
交
通
指
導
な
ど
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。
今
回
、
こ
の
功
績
が
認
め

ら
れ
ま
し
た
。

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
ペ

　
　
　
町
民
ゴ
ル
フ
大
会

　
第
32
回
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
ペ

「
宇
多
津
町
民
ゴ
ル
フ
大
会
」
が
11

月
17
日
、
高
松
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部

城
山
コ
ー
ス
で
盛
大
に
開
か
れ
ま
し

た
。
多
く
の
皆
さ
ん
の
参
加
と
協
力

を
頂
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　
当
日
は
約
１
０
０
人
の
参
加
者
が

晩
秋
の
ゴ
ル
フ
場
で
大
会
を
楽
し
み

ま
し
た
。
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
で
集
ま
っ

た
募
金
は
、
宇
多
津
商
工
会
の
水
野

謙
作
会
長
か
ら
谷
川
町
長
に
贈
ら
れ

ま
し
た
。
こ
の
募
金
は
教
育
資
金
と

し
て
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
▼
大
会
結
果
（
敬
称
略
）
優
勝
　

北
本
実
▽
準
優
勝
　
瀬
戸
則
夫
▽
３

位
　
竹
内
雅
規
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広告 マリアージュコトブキマリアージュコトブキマリアージュコトブキ

９
／
15

お
じ
い
ち
ゃ
ん
・
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
を

お
・
も
・
て
・
な
・
し

香
川
短
期
大
学
附
属
幼
稚
園

　
祖
父
母
参
観
が
９
月
15
日
に
あ

り
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
・
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
と
一
緒
に
あ
や
と
り
や
こ
ま
回

し
で
ふ
れ
あ
い
ま
し
た
。
ホ
ー
ル

で
お
茶
の
接
待
！
　
お
茶
の
先
生

に
教
え
て
も
ら
い
な
が
ら
、
お
・
も
・

て
・
な
・
し
。「
ど
う
ぞ
」
と
お
辞

儀
を
し
て
お
茶
を
差
し
出
す
子
ど

も
た
ち
。
ち
ょ
っ
ぴ
り
緊
張
し
な

が
ら
も
、
喜
ん
で
く
れ
る
お
じ
い

ち
ゃ
ん
・
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
温
か

い
笑
顔
に
日
本
の
心
を
感
じ
た
こ

と
で
し
ょ
う
。

10
／
11

こ
ん
ぴ
ら
さ
ん
へ
行
っ
た
よ

平
山
保
育
園

　
５
歳
児
の
、
そ
ら
の
こ
組
さ
ん

が
、
こ
ん
ぴ
ら
ウ
ォ
ー
ク
に
行
き

ま
し
た
。
１
３
６
８
段
の
石
段
に

初
挑
戦
！
　
最
後
ま
で
が
ん
ば
っ

て
登
り
き
り
ま
し
た
。

10
／
22

大
相
撲
巡
業
を
見
学
し
ま
し
た

宇
多
津
小
学
校

　
宇
多
津
小
の
５
・
６
年
生
が
10

月
22
日
、
大
相
撲
の
巡
業
を
見
学

し
ま
し
た
。
本
物
の
力
士
を
目
の

前
に
し
て
、
子
ど
も
た
ち
は
大
喜

び
で
し
た
。
ま
た
、
代
表
児
童
に

よ
る
力
士
と
の
対
戦
で
は
、
み
ん

な
で
大
声
援
を
送
り
ま
し
た
。

11
／
１

お
誕
生
会
に
よ
う
こ
そ

わ
か
く
さ
保
育
園

　
11
月
１
日
の
お
誕
生
会
に
、
ウ

ル
ト
ラ
マ
ン
、
パ
ン
ダ
、
ス
テ
ィ
ッ

チ
、
プ
ー
さ
ん
、
恐
竜
な
ど
の
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
の
着
ぐ
る
み
が
大
集

合
！
　
保
育
園
の
み
ん
な
は
パ
ン

ダ
く
ら
ぶ
の
お
友
達
と
一
緒
に

プ
ー
さ
ん
た
ち
の
合
奏
や
歌
を
楽

し
み
ま
し
た
よ
。

11
／
７

消
防
署
見
学

あ
お
や
ま
保
育
園

　
大
き
な
消
防
車
や
レ
ス
キ
ュ
ー

車
を
間
近
で
見
て
大
興
奮
。
は
し

ご
車
が
グ
ン
グ
ン
と
は
し
ご
を
伸

ば
す
と
、「
う
わ
ぁ
」
と
歓
声
を
あ

げ
、
空
を
見
上
げ
た
ま
ま
小
さ
く

な
る
は
し
ご
の
先
を
じ
っ
と
見
つ

め
て
い
ま
し
た
。
消
防
署
の
皆
さ

ん
、
貴
重
な
体
験
を
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
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こ
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12 月の定例保健事業の案内

料　金　無料。いきいき栄養教室のみ、１人につき 400円必要です。

準備物　運動教室は汗拭きタオル、お茶またはお水を持参、

　　　　動きやすい服装でお越しください。

　　　　メタボ予防運動教室は室内用シューズ。

　　　　いきいき栄養教室はエプロン、三角巾、手拭きタオル。

☆　　　町保健センター　（49-8008）

○対象の方には案内が届きます。　○予約不要。直接保健センターにお越しください。　○予約が必要。
※2　育児相談・栄養相談、健康相談・骨密度測定については開催時間を示しています。上記の時間内であればいつお越
　　  しいただいても結構です。

※１　にこやかマタニティコースは助産師の話（妊娠中の体の変化・母乳・妊婦体操など）、はつらつ子育てコースは
　　　保健師の話と沐浴・おむつ交換の体験などを行います。

◇母子◇

◆成人◆

※検診は日曜日に行うときがあります。そのため保健センター東側への駐車はご遠慮ください。

事業名

にこやかマタニティコース

はつらつ子育てコース 

3 か月児健診

離乳食講習会

1歳おめでとう相談

1歳 6か月児健診

育児相談・栄養相談

こども相談

ことばの相談

対象者

妊婦及びその家族

平成 25年 8月生

平成 25年 7月生

平成 24年 12月生

平成 24年 5月 13日

～6月 18日生

乳幼児ならどなたでも

子どものことばや発達など

に心配や相談がある方

開催日

5 日（木）

15日（日）

6日（金）

26日（木）

17日（火）

20日（金）

24日（火）

18日（水）

12日（木）

19日（木）

受付時間※2

13:15

9:30～

11:00

13:30

9:00

13:15

場所 保健センター

2 階

1階

2階

1階

備考

事業名

健康相談

病態栄養相談

骨密度測定

元気もりもり運動教室

メタボ予防運動教室

いきいき栄養教室

こころの相談

対象者

　
　町にお住まいの方なら

　どなたでも

開催日

4・11

18・25日

4・18日（水）

25日（水）

17日（火）

1・15日（日）

11日（水）

26日（木）

受付時間※2

9:00～

11:30

9:30

9:15

9:00

場所 保健センター

1 階

2階

3階

2階

1階

備考

※1

※1

（水）
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13

と　
き

内

と　
こ
　
　
ろ

料

持

対

申

問

申問

子宮頸がん・乳がん検診 
（無料クーポン券提示により該当する検診は無料）

日月年生齢年名診検
２０歳 平成  4年４月２日 ～ 平成  5年４月１日生 
２５歳 昭和６2年４月２日 ～ 昭和６3年４月１日生 
３０歳 昭和５7年４月２日 ～ 昭和５8年４月１日生 
３５歳 昭和５2年４月２日 ～ 昭和５3年４月１日生 
４０歳 昭和４7年４月２日 ～ 昭和４8年４月１日生 
４０歳 昭和４7年４月２日 ～ 昭和４8年４月１日生 
４５歳 昭和４2年４月２日 ～ 昭和４3年４月１日生 
５０歳 昭和３7年４月２日 ～ 昭和３8年４月１日生 
５５歳 昭和３2年４月２日 ～ 昭和33年４月１日生 
６０歳 昭和２7年４月２日 ～ 昭和２8年４月１日生 

◇個別検診◇
申込方法：下記の医療機関に直接申し込み
実施機関：・回生病院（46-1448）
　　　　　　　子宮：月～土曜日　　　　　午前10時～正午
　　　　　　　　　　月・火・水・金曜日　午後 2時～４時
　　　　　　　乳　：木～土曜日　　　　　午前10時～正午
　　　　　・香川成人医学研究所（45-2311）
　　　　　　　　　　月～土曜日　午前９時30分～10時30分

がん検診（子宮頸・乳）無料クーポン券は利用しましたか？　有効期限は平成26年２月28日です。

　対象となる方には平成25年５月中旬にクーポン券を送付しています。お手元にない方は再発行しますので、

町保健センターに連絡してください。　　　　　　　　　　　　　　　　　　町保健センター（49-8008）

　無料クーポン券対象者（年齢は平成25年４月１日現在）

◇集団検診◇
申込方法：町保健センター（49-8008）に申し込み
日　　時：平成25年12月 9日（月）
　　　　　　　　　 12月10日（火）
　　　　　平成26年 1月26日（日）午前のみ
　　　　　　　　　 2月 3日（月）
　　　　　※１月26日は乳がん検診のみ受け入れ不可

　　　　　受付時間　
午前９時～10時30分
午後１時～ 2時30分

教室名 
減塩＆野菜ワンプレート 

料理講習会 
冬休みこども料理教室 

12月11日（水） 12月26日（木） 

午前９時30分～午後１時
受付開始 午前９時15分 

町保健センター（２階 調理実習室） 

① 町ヘルスメイト会員によるお話 
② 調理実習・試食 
③ 親子体操（こども料理教室のみ）

４００円／人 ２００円／人 

エプロン、三角巾、手拭きタオル 
こども用包丁（持っている方）上靴、お茶 

町内在住の希望者なら 
どなたでも 

町内在住の４歳以上小学生未満の希望者
とその家族20組（保護者同伴） 

不要 
12月2日（月）申し込み開始 
※定員になり次第受付終了 

町保健センター (49－8008) 

※日曜日は
　午前のみ

町
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
主
催

料
理
教
室

　
香
川
県
民
の
野
菜
の
摂
取
量
は

全
国
ワ
ー
ス
ト
１
位
で
す
。

　
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
の
食
生
活
が

将
来
の
生
活
習
慣
病
予
防
に
も
重

要
で
す
。
元
気
い
っ
ぱ
い
の
ヘ
ル

ス
メ
イ
ト
と
一
緒
に
料
理
を
し
て

み
ま
せ
ん
か
。
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14と　
き 内主日時 場所と　

こ
　
　
ろ 主催 内容 料費用 準準備物 対対象者 締期限 期期間定定員 他その他 申申し込み 問お問い合わせ

　
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
、
文
化
に
親
し

む
秋
。
宇
多
津
中
学
校
生
徒
が
様
々

な
分
野
で
活
躍
し
ま
し
た
。
そ
の

結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　綾
坂
新
人
大
会
等
　
栄
光
の
記
録

【
綾
歌
坂
出
新
人
大
会
】

優
勝
　
野
球
部(

畑
大
成
、
吉
井
貫

智
、
木
谷
凌
太
、
多
田
羅
篤
紀
、

宮
本
瑠
己
亜
、
則
久
悠
矢
、
境

直
人
、
花
田
晃
太
朗
、
井
下
祐
人
、

　
木
優
成
、
三
木
一
輝
、
西
谷

涼
我
、
安
藤
快
地
、
西
岡
龍
生
、

吉
本
康
太
、
山
潟
大
祐
、
菊
地

啓
太
、
扇
子
皓
輝
、
横
川
誠
人
、

福
田
直
人)

優
勝
　
サ
ッ
カ
ー
部(

岡
本
翔
、
藤

原
浩
希
、
川
口
惇
、
萩
原
裕
城
、

村
上
俊
太
、
中
尾
海
登
、　 

橋
遼

伍
、
多
田
羅
佑
太
、
濱
野
斗
馬
、

山
岡
智
也
、
江
並
良
真
、
永
原

亮
太
、
山
地
晃
生
、
宮
武
佳
穂
、

多
田
羅
健
太
、
渡
部
悠
生
、
秋

山
将
吾
、
大
石
遼
平
、
高
木
通
、

檜
垣
祐
介)

優
勝
　
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
男
子
個
人

　
　
眞
鍋
翔
伍

　
　
大
西
健
太

優
勝
　
剣
道
女
子
団
体(

西
角
史

帆
、
岸
本
心
、
元
谷
夢
乃
、
内

田
百
花
、
福
原
花
奈
子)

　
剣
道
部
女
子
チ
ー
ム
は
香
川
県

新
人
剣
道
大
会
で
第
３
位
に
な
り
、

３
月
の
四
国
大
会
に
出
場
し
ま
す
。

【
全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
新
体
操
選
手
権

大
会
】
第
５
位
　
植
松
桃
加

　
植
松
さ
ん
は
２
月
に
マ
レ
ー
シ

ア
で
開
か
れ
る
ア
ジ
ア
ジ
ュ
ニ
ア

新
体
操
選
手
権
に
出
場
し
ま
す
。

文
芸
部
門
等
　
栄
光
の
記
録

●
全
日
本
中
学
生
水
の
作
文
コ
ン

ク
ー
ル
　
入
選
　
大
浦
理
芳

●
青
少
年
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー

ル
坂
綾
地
区
審
査
　
最
優
秀
　

　
　
丸
尾
瑞
希

●
坂
綾
英
語
弁
論
大
会
　
第
１
位

　
　
前
田
凜

●
綾
歌
郡
教
育
文
化
祭
　
特
選

【
書
写
】
宮
崎
葵
　

【
平
面
】
池
田
鮎
未
、
三
浦
弘
樹

【
立
体
】
石
川
綾
菜
、
内
海
神
、　

　
塩
入
夕
季
、
平
原
由
佳
子

●
税
に
関
す
る
作
文  

大
蔵
財
務
協

　
会
理
事
長
賞
　
藤
澤
拓
也

地
域
と
つ
な
が
る
学
校
図
書
館

　
図
書
委
員
会
で
は
、
様
々
な
活

動
に
加
え
て
、
今
年
か
ら
は
ポ
ッ

プ
作
り
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ポ
ッ
プ
は
好
評
で
、
ふ
だ
ん
の
読

書
の
幅
を
広
げ
、
貸
出
冊
数
の
増

加
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。（
昨

年
度
よ
り
１
２
０
０
冊
以
上
も
増

加
）
こ
れ
ら
の
活
動
は
、
図
書
委

員
だ
け
で
な
く
、
ポ
ッ
プ
に
関
心

を
持
っ
た
生
徒
も
合
わ
せ
て
５
０

人
以
上
が
関
わ
る
な
ど
、
広
が
り

を
見
せ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
読

書
週
間
に
合
わ
せ
て
地
域
の
方
へ

も
情
報
発
信
が
で
き
る
よ
う
、
ラ

イ
ブ
ラ
リ
ー
う
た
づ
で
ポ
ッ
プ
の

展
示
を
行
い
ま
し
た
。
宇
中
の
生

徒
の
活
動
が
、
校
内
だ
け
で
な
く
、

地
域
へ
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

※

ポ
ッ
プ
と
は
、
書
店
で
よ
く
目
に
す
る

カ
ー
ド
型
の
本
の
紹
介
で
す
。

　

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
　
女
子

　
宇
多
津
中
学
校
女
子
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
部
は
２
年
生
２
人
、
１
年

生
５
人
の
計
７
人
で
活
動
し
て
い

ま
す
。
中
学
校
か
ら
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
を
始
め
た
人
が
３
人
、
小
学
校

か
ら
続
け
て
い
る
人
が
４
人
で
、

全
体
の
技
術
も
ま
だ
ま
だ
で
す
。

　
活
動
し
て
い
る
人
数
は
少
な
い

で
す
が
、
そ
れ
を
補
う
ほ
ど
の
元

気
が
あ
り
ま
す
。
ど
ん
な
と
き
で

も
明
る
い
声
と
粘
り
強
さ
で
打
ち

勝
つ
。
そ
れ
が
、
こ
の
チ
ー
ム
の

良
さ
で
す
。
ま
だ
経
験
は
浅
い
で

す
が
、
顧
問
の
先
生
方
、
地
域
の

皆
様
、
家
族
に
感
謝
し
な
が
ら
頑

張
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
温
か
い
心
で
応

援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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と　
き

と　
こ
　
　
ろ料 対申

問

広告

診療時間　午前 9：00～12：00　午後 2：00～6：00
休診日／木曜・日曜・祝日
　　　　幼児、学童、思春期、青年期のこころの悩みの相談

　　　　臨床心理士による各種検査カウンセリング

宇多津町浜六番丁 78番地 12　ホテルサンルート南側

予約制　☎ 0877-56-7358
電話受付／ 8：45～18：00

15

と　
き内

と　
こ
　
　
ろ料他

種　別

入札等結果情報（10月1日～10月31日執行分） （単位：千円、消費税抜き）

工事（業務）名 執行方法 入札等執行日 落札金額 落札者

㈲瀬戸

宮本建設工業㈱

工事

請負

工事

請負

指名競争

入札

指名競争

入札

Ｈ25.10.22

Ｈ25.10.22

3,700

4,500

町道山下中村線

道路改良工事

町道鍋谷6号線

道路改良工事

※

１
　
カ
ッ
プ
ル
で
輪
を
つ
く
り
、

全
員
で
同
じ
踊
り
を
す
る

※

２
　
４
組
の
カ
ッ
プ
ル
が
１

セ
ッ
ト
に
な
り
踊
る
。

文
化
協
会
紹
介
シ
リ
ー
ズ
⑬

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ

宇
多
津
レ
デ
ィ
ー
ス

　
１
９
８
２
年
に
約
70
人
で

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
の
サ
ー
ク
ル
を

結
成
し
ま
し
た
。
今
は
亡
き
林
繁

信
先
生
の
指
導
を
受
け
「
み
ん
な

で
楽
し
く
踊
ろ
う
」
を
合
言
葉
に
、

毎
週
月
曜
日
午
後
７
時
か
ら
９
時

ま
で
保
健
セ
ン
タ
ー
で
練
習
を
し

て
い
ま
す
。
30
年
と
い
う
時
の
中

で
会
員
の
出
入
り
も
あ
り
、
当
初

か
ら
の
会
員
も
年
を
重
ね
た
最
近

は
、
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
に
始
ま
り
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ダ
ン
ス
も

踊
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
会
員
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ

せ
、
一
昨
年
か
ら
は
新
し
い
試
み

と
し
て
ラ
ウ
ン
ド
ダ
ン
ス
（※

１
）、

ス
ク
ウ
ェ
ア
ダ
ン
ス
（※

２
）
も

取
り
入
れ
、
意
欲
を
燃
や
し
て
い

ま
す
。
ダ
ン
ス
は
頭
の
体
操
や
健

康
に
も
大
変
良
く
、
そ
の
時
間
だ

け
で
も
気
分
は
若
返
り
、
楽
し
く

踊
っ
て
い
ま
す
。

　
来
年
の
１
月
19
日
（
日
）
に
保

健
セ
ン
タ
ー
で
「
や
さ
し
い
ラ
ウ

ン
ド
ダ
ン
ス
を
踊
ろ
う
」
を
開
催

す
る
予
定
で
す
。
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン

ス
に
興
味
を
お
持
ち
の
方
、
ど
う

ぞ
見
学
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

　
代
表
　
　
畑
　
照
子

日 曜日 内　　容

（金）

（金）

（金）

（金）

6日

13日

20日

27日

折り紙 「干支　馬」

音楽演奏会（プサルター）

カラオケ大会

お休み（年末年始）

●
認
知
症
の

　
　
　
家
族
会

「
ど
ん
ぐ
り
の
会
」

　
認
知
症
は
、
誰
で
も
起
こ
り
う

る
ご
く
身
近
な
病
気
で
す
。
介
護

で
悩
ん
で
い
る
方
、
不
安
な
気
持

ち
を
話
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
　
介

護
者
の
心
の
ケ
ア
は
、
介
護
す
る

う
え
で
大
変
重
要
で
す
。

※

今
回
は
、
い
わ
き
病
院
　
中
村

光
夫
先
生
を
お
迎
え
し
て
の
座
談

会
で
す
。

　
　
12
月
11
日(

水)

　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

　
　
保
健
セ
ン
タ
ー
２
階

　
　
認
知
症
患
者
の
介
護
経
験
が

あ
る
方
の
交
流
会

　
　
無
料

　
　
申
し
込
み
不
要
。
秘
密
厳
守
。

相
談
は
随
時
受
け
付
け
。

● 

集
い
の
場

　「
こ
す
も
す
」

　
参
加
者
募
集
！

　
高
齢
者
の
方
々
の
集
い
の
場
で

す
。
介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
も
参

加
し
て
い
ま
す
。
楽
し
い
ひ
と
時

を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

新
し
い
方
、
大
歓
迎
で
す
。

12
月
の
予
定

　
　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

　
　
保
健
セ
ン
タ
ー
４
階

　
　
町
内
の
概
ね
65
歳
以
上
の
方

　
　
無
料

　
　
　
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
49
ー

８
７
４
０
）

（
よ
く
　
は
な
し
を
）

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
高
齢
者
の
総
合
相
談
窓
口
）

お
知
ら
せ

折り紙「干支  馬」
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16と　
き 内主日時 場所と　

こ
　
　
ろ 主催 内容 料費用 準準備物 対対象者 締期限 期期間定定員 他その他 申申し込み 問お問い合わせ

　
早
い
も
の
で
今
年
も
あ
と
１
か
月

と
な
り
、
婦
人
会
の
行
事
も
会
員
の

方
、
支
部
長
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
で

順
調
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
11
月
２

日
の
宇
多
津
北
小
学
校
で
の
地
域
ふ

れ
あ
い
フ
ェ
ア
で
は
、
婦
人
会
は
う

ど
ん
の
バ
ザ
ー
を
通
じ
て
、
児
童
、

保
護
者
の
方
と
の
ふ
れ
あ
い
が
で
き

ま
し
た
。
11
月
23
日
は
、
会
員
の
皆

さ
ん
と
の
親
睦
を
深
め
る
た
め
「
親

睦
の
夕
べ
」
を
開
き
ま
し
た
。

　
12
月
７
日
（
土
）「
歳
末
た
す
け
あ

い
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
」
が
保
健

セ
ン
タ
ー
４
階
で
開
か
れ
ま
す
。
善

意
の
寄
付
金
、
ご
家
庭
で
未
使
用
の

品
物
が
あ
り
ま
し
た
ら
各
地
区
の
婦

人
会
支
部
長
宅
ま
で
お
持
ち
く
だ
さ

い
。
社
会
福
祉
協
議
会
ま
で
届
け
ま

す
。

　
来
年
も
婦
人
会
活
動
に
ご
支
援
お

願
い
し
ま
す
。

歩 

松
本
　
美
風
選

　
　
五
十
年
歩
調
の
合
う
日
合
わ
な
い
日 

池
田
与
志
実

　
　
急
か
さ
れ
て
も
何
時
も
牛
歩
の
の
ん
び
り
屋 

柴
田
紗
寄
子

　
　
仕
舞
込
む
倅
の
呉
れ
た
万
歩
計 

山
本
　
磯
吉

　
　
こ
の
先
は
亀
さ
ん
歩
き
人
生
よ 

吉
田
　
恭
子

　
　
歩
行
器
に
掴
ま
り
た
ち
す
る
弟
哀
れ 

木
村
　
久
子

　
　
誤
魔
化
せ
ぬ
万
歩
計
は
確
か
な
り 

藤
田
み
よ
こ

　
　
介
護
と
云
う
言
葉
は
消
し
て
歩
こ
う
ヨ 

岩
田
　
佳
泉

軸
　
ひ
い
孫
と
一
緒
に
ハ
イ
ハ
イ
し
て
い
ま
す 

松
本
　
美
風

自
由
吟
　
互
選

ス
ト
レ
ス
に
強
く
な
ー
れ
と
お
ま
じ
な
い 

吉
田
　
恭
子

生
き
居
れ
ば
淋
し
き
事
は
普
通
ナ
リ 

藤
田
み
よ
こ

道
草
を
し
な
が
ら
行
く
の
も
い
い
も
の
だ 

柴
田
紗
寄
子

パ
パ
と
マ
マ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ま
で
待
っ
て
て
ネ 

岩
田
　
佳
泉

還
暦
を
過
ぎ
た
途
端
に
電
池
切
れ 

山
本
　
磯
吉

弟
病
む
実
家
は
何
時
も
空
き
家
で
す 

木
村
　
久
子

若
造
り
し
て
も
足
腰
つ
い
て
来
ぬ 

松
本
　
美
風

我
が
家
に
は
お
し
ん
に
負
け
ぬ
嫁
が
い
る 

池
田
与
志
実

今
月
の
一
句

還
暦
を
過
ぎ
た
途
端
に
電
池
切
れ 

山
本
　
磯
吉

　
淋
し
い
事
、
言
わ
な
い
で
早
速
充
電
し
て
下
さ
い
。
私
達
高
齢
者
で
す
が
、
い
え

い
え
中
に
は
若
い
方
も
居
ま
す
。
句
会
時
の
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
雑
談
が
、
一
番
の

充
電
に
成
り
ま
す
。
ど
ん
な
時
で
も
笑
っ
て
、
前
を
向
い
て
歩
い
て
行
き
ま
し
ょ

う
。
こ
れ
か
ら
も
、
ず
ー
っ
と
一
緒
に
勉
強
し
て
行
き
ま
し
ょ
う
。
　
与
志
実
　
評

先
触
れ
の
毛
槍
の
躍
る
秋
祭 

香
川
　
　
樹
子

　
山
車
の
先
触
、
毛
槍
が
大
勢
連
れ
て
や
っ
て
く
る
。

喪
の
し
る
し
左
の
胸
に
秋
の
蝶 

黒
田
　
乃
理
子

　
喪
章
は
黒
紗
で
作
り
和
服
の
場
合
左
胸
に
。

蝸
牛
焼
い
て
喰
べ
た
と
老
兵
士 

中
村
　
　
健
二

　
蝸
牛
は
エ
ス
カ
ル
ゴ
の
よ
う
に
食
用
も
あ
る
が
、
戦
場
で
は
何
で
も
喰
っ
た
。

金
木
犀
切
り
取
り
香
り
持
ち
帰
る 

松
浦
　
加
津
子

　
金
木
犀
を
切
り
取
り
香
り
を
持
ち
帰
っ
た
。
花
も
共
に
で
あ
る

 

鑑
賞
　
渋
谷
　
昌
克

古
毛
布
犬
嗅
ぎ
回
り
落
ち
着
か
ず 

井
原
　
　
節
子

先
触
れ
の
毛
槍
の
躍
る
秋
祭 

香
川
　
　
樹
子

喪
の
し
る
し
左
の
胸
に
秋
の
蝶 

黒
田
　
乃
理
子

松
茸
の
香
り
い
つ
し
か
忘
れ
を
り 

小
林
　
　
壱
沙

銀
河
よ
り
の
冷
光
ク
リ
ス
タ
ル
ガ
ラ
ス 

渋
谷
　
　
昌
克

蝸
牛
焼
い
て
喰
べ
た
と
老
兵
士 

中
村
　
　
健
二

金
木
犀
切
り
取
り
香
り
持
ち
帰
る 

松
浦
　
加
津
子

山
寺
の
槙
の
木
に
鳩
巣
を
掛
け
り 

松
浦
　
　
貞
雄

枯
薄
に
飛
び
出
す
ハ
ン
グ
グ
ラ
イ
ダ
ー 

山
本
　
　
洋
子

秋
遍
路
讃
岐
辨
に
も
慣
れ
て
聞
く 

横
田
　
　
遊
人

土
・
日
も
あ
そ
べ
る
児
童
館

か
た
つ
む
り

か
た
つ
む
り

だ
　
し

す
す
き

新
春
も
ち
つ
き
大
会

　
　
　
　
参
加
者
募
集
！

　
キ
ッ
ズ
恒
例
の
「
も
ち
つ
き
大

会
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
黒
米
の
お
も
ち
つ
き
や
綿
菓
子

コ
ー
ナ
ー
、
遊
戯
室
で
は
「
か
る

た
と
り
」
な
ど
の
ゲ
ー
ム
を
用
意

し
て
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
お
み
や
げ
も
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ

ご
家
族
揃
っ
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
　
１
月
11
日
（
土
）

　
　
午
前
10
時
〜
正
午

　
　
キ
ッ
ズ
プ
ラ
ザ
う
た
づ

　
　
１
人
に
つ
き
１
０
０
円

　
　
　
　
　
　（
当
日
集
金
）

　
　
４
歳
〜
小
学
６
年
生

　
　
50
人
（
申
し
込
み
先
着
順
）

　
　
　
鵜
足
津
友
の
会

年
末
年
始
の
休
館
日

　
キ
ッ
ズ
プ
ラ
ザ
う
た
づ
は
　
12

月
28
日
（
土
）
か
ら
１
月
６
日
（
月
）

ま
で
休
館
し
ま
す
。

　
年
始
は
１
月
７
日
（
火
）
か
ら

開
館
し
ま
す
。

　  

キ
ッ
ズ
プ
ラ
ザ
う
た
づ

　
　
　
　
　（
49
ー

４
０
０
５
）

　
　
　
　（
月
曜
日
は
休
館
日
）

問

と　
き

と　
こ
　
　
ろ対定協

力
料
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17

活動日 

●ボランティア活動の問い合わせ先　町社会福祉協議会　☎49－0287

活動内容・時間 活動場所 活動グループ 

視覚障害者に対して声の便り
13：30～

 

町福祉センター2階
ボランティア連絡協議会室

町福祉センター

町福祉センター

（社会福祉協議会）集合 

朗読の会 

JR宇多津駅前清掃
8：00～

JR宇多津駅前集合 ボランティア推進委員会 

老人給食の配食
10：00～ 老人給食ボランティア 第1～第4水曜日

手　話
19：00～ 手話サークルにこにこ第2金・第4木曜日

第1・第3日曜日

第1・第3月曜日

12月のボランティアカレンダー

ユープラザうたづニュース ハーモニーホール　12月

ライブラリーうたづニュース 

12月の
休館日

ライブラリーうたづ 2日㈪・9日㈪・16日㈪・29日㈰～31日㈫

2日㈪・9日㈪・16日㈪・29日㈰～31日㈫ユープラザうたづ

▶日　時　12月14日（土）
　　　　　午後2時～3時
▶場　所　ユープラザうたづ　1階　視聴覚室
▶内　容　クリスマスのお話、ハンドベル演奏、
　　　　　折り紙あそびなど、もりだくさん
▶定　員　50人（要申し込み）
▶申込先　ライブラリーうたづ　蕁49－8025　

◎クリスマス会

家庭でいらなくなった本をお互いに持ち寄り、
交換する「本の交換会」を実施します。
▶日　時　12月21日（土）・22日（日）
　　　　　午前10時～午後4時
▶場　所　ユープラザうたづ　ロビー
▶その他　当日、一人10冊までの持ち寄りとさせてい

ただきます。参考書・教科書・専門書・雑
誌などはご遠慮ください。

◎本の交換会

上記については、予告なく変更することがあります。
●問い合わせ先　ユープラザうたづ　☎49－8020

01日（日）
07日（土）
08日（日）
14日（土）
15日（日）
21日（土）
22日（日）
28日（土）

ピアノ発表会

宇多津幼稚園　表現発表会

YKK労働組合「爆笑ステージ」

デューク共催事業　SPYAIRコンサート

ユープラザうたづクリスマスコンサート

宇多津中学校吹奏楽部クリスマスコンサート

ピアノ発表会

尽誠学園音楽祭

新
着
新
着
新
着

図
書
案
内

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
う
た
づ

ナポレオンが
おしえてくれたんだ!

児
童
書

きもとももこ著クラウディア・スフィッリ著

ふしぎなよる うずらちゃんの
たからもの

黒田官兵衛
末国善己

一
般
書

著

光の祈り とっぴんぱらりの
風太郎
万城目学著

藤城清治著セルマ・ラーゲルレーヴ著

●問い合わせ先　ライブラリーうたづ　☎49－8025　その他の行事については、　ユープラザうたづ　☎49－8020

町福祉センター うたづ苺一絵 第3金曜日 絵手紙
10：00～

12月20日貊、12月28日貍は通常通り開館いたします。ユープラザうたづ・ライブラリーうたづは、年末年始12月29日
豸から1月4日貍まで休館。年始は1月5日豸から開館します。年末年始の休館日の間は返却ポストもご利用できません。
返却は1月5日以降にお願いいたします。大変ご不便をおかけしますが、ご理解・ご協力お願いします。
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18と　
き 内主日時 場所と　

こ
　
　
ろ 主催 内容 料費用 準準備物 対対象者 締期限 期期間定定員 他その他 申申し込み 問お問い合わせ

地　域

北海道地方

東北地方

北信越地方

関東地方

東海地方

作品数

54 

199 

224 

1762 

436 

地　域

近畿地方

中国地方

四国地方

九州地方

海外

作品数

 838 

331 

461 

434 

11 

作品の種類

俳　句

短　歌

川　柳

詩

その他

12 / 9（月）
12 /11（水）
12 /12（木）
12 /13（金）
12 /16（月）
12 /17（火）

12 /18（水）

本会議（議案上程、提案説明等）
本会議（一般質問）
本会議（一般質問）
総務民生建設教育合同委員会
 総務民生常任委員会
建設教育常任委員会

本会議（委員長報告、採決等）

9:30
9:30
9:30
9:30
9:30
9:30
全員協議
会終了後

本会議場
本会議場
本会議場
委員会室
委員会室
委員会室

本会議場

作品数

274 

1382 

1980 

526 

588 

日  時 会 議 内 容 開 会 場 所 町
議
会

平
成
25
年
第
４
回
定
例
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　(

予
定)

　
本
会
議
・
常
任
委
員
会
は
傍
聴

で
き
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
方
の
傍

聴
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
　
議
会
事
務
局

　
　
　
　
　(

49
ー

８
０
１
４
） 

成
人
式
は
１
月
12
日

　
平
成
26
年
成
人
式
を
来
年
１
月

12
日
（
日
）
開
催
し
ま
す
。

　
現
在
、
町
教
育
委
員
会
で
は
対

象
者
の
名
簿
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

10
月
30
日
時
点
で
宇
多
津
町
に
住

民
票
が
あ
る
方
、
ま
た
は
町
外
に

転
出
し
て
い
て
宇
多
津
の
式
に
参

加
し
た
い
旨
の
申
し
出
が
あ
っ
た

方
に
は
案
内
状
を
送
付
し
て
い
ま

す
。
案
内
状
が
届
い
て
い
な
い
対

象
の
方
や
町
外
に
住
民
票
を
異
動

し
て
い
る
参
加
希
望
の
方
は
12
月

20
日
（
金
）
ま
で
に
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
　
町
教
育
委
員
会
　
生
涯
学
習
課

(

49
ー

８
０
０
７)

全
国
か
ら

　
　「
恋
の
歌
」
寄
せ
ら
れ
る

　
今
年
で
７
年
目
と
な
っ
た
「
平
成

相
聞
歌
」
は
、
昨
年
を
約
１
０
０
０

作
品
上
回
る
４
７
５
０
作
品
の
投
稿

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
内
11
件
が
海

外
か
ら
の
投
稿
で
し
た
。
一
次
・
二

次
審
査
で
選
考
さ
れ
た
50
作
品
が
12

月
中
旬
に
平
成
相
聞
歌
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
示
さ
れ
ま
す
。
皆
さ
ん
も
お

気
に
入
り
の
作
品
に
投
票
し
て
く
だ

さ
い
。
各
賞
の
受
賞
式
は
２
月
16
日

の
予
定
で
す
。

年
末
年
始
の
交
通
安
全
県
民
運
動

　
県
交
通
安
全
県
民
会
議
は
、
12

月
10
日
か
ら
来
年
１
月
10
日
ま
で

の
32
日
間
、
年
末
年
始
の
交
通
安

全
県
民
運
動
を
実
施
し
ま
す
。

　
年
末
年
始
は
人
や
車
の
往
来
が

増
え
、
忘
年
会
や
新
年
会
な
ど
で

飲
酒
の
機
会
も
多
く
な
り
、
重
大

事
故
の
多
発
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

交
通
ル
ー
ル
の
順
守
と
正
し
い
交

通
マ
ナ
ー
を
心
が
け
、
交
通
事
故

を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。

◆
交
通
安
全
県
民
運
動
重
点
目
標

①
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

②
飲
酒
運
転
の
根
絶

③
交
差
点
及
び
交
差
点
付
近
で
の

交
通
事
故
防
止

④
す
べ
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正

し
い
着
用
の
徹
底

い
い
汗
応
援
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　
体
を
動
か
す
目
標
を
決
め
て
、

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
中
に
計
７
日
間
実

行
し
て
応
募
す
る
と
、
抽
選
で
県

が
認
定
し
た
果
物
『
さ
ぬ
き
讃
フ

ル
ー
ツ
』
な
ど
素
敵
な
プ
レ
ゼ
ン

ト
が
当
た
る
「
い
い
汗
応
援
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」
を
来
年
１
月
末
ま
で

実
施
し
て
い
ま
す
。
気
軽
に
楽
し

く
体
を
動
か
し
て
、
健
康
寿
命
を

延
ば
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
県
中
讃
保
健
福
祉
事
務
所

　
　
健
康
福
祉
課
（
24
ー

９
９
６
１
）

「
う
た
づ
海
ホ
タ
ル
」

　
　
　
　
年
末
年
始
の
営
業
日

〇
12
月
27
日(

金)

ま
で
通
常
営
業

〇
12
月
28
日(

土)

〜
１
月
４
日(

土)

休
館

※

な
お
、
飲
食
コ
ー
ナ
ー(

ポ
ン
ポ

ン)

は
、
12
月
31
日(

火)

午
後
２

時
ま
で
営
業
、１
月
１
日(

水)

休
業
、

１
月
２
日(

木)

正
午
か
ら
営
業

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

問

問

問
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と　
き準他問

と　
き問

町
自
治
会
連
合
会

　
自
治
会
連
合
会
で
は
「
組
織
率

ア
ッ
プ
作
戦
」
を
展
開
中
で
す
。

広
報
紙
で
の
周
知
な
ど
、
未
加
入

の
方
々
に
加
入
へ
の
必
要
性
を
理

解
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
努
め
て

い
ま
す
。

「
絆
を
深
め
よ
う
」

　
巨
大
地
震
な
ど
の
大
災
害
で
は
、

自
分
の
命
は
自
分
で
守
る
「
自
助
」

だ
け
で
は
限
界
が
あ
り
ま
す
。
昔

か
ら
、
向
う
三
軒
両
隣
、
遠
く
の

親
戚
よ
り
近
く
の
他
人
と
言
わ
れ

て
い
る
よ
う
に
、
頼
り
に
な
る
の

は
隣
近
所
、
ひ
い
て
は
自
治
会
で

す
。
つ
ま
り
、「
共
助
」
な
の
で
す
。

　
そ
こ
で
、
多
く
の
人
が
絆
を
深

め
る
た
め
、
自
治
会
に
加
入
す
る

こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

三
人
寄
れ
ば
文
殊
の
知
恵
と
言
い

ま
す
。
ま
ず
友
だ
ち
を
作
り
ま
せ

ん
か
。
多
く
の
仲
間
が
で
き
れ
ば
、

必
ず
共
助
の
心
が
生
ま
れ
ま
す
。

小
さ
な
仲
間
か
ら
自
治
会
を
作
り
、

大
き
く
伸
ば
し
、
互
い
に
協
力
し

て
安
全
で
安
心
な
ま
ち
を
作
っ
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

「
坂
下
東
自
治
会
の
活
動
」

　
坂
下
東
は
、
坂
出
市
と
の
境
界

に
あ
り
、
北
は
聖
通
寺
山
、
南
は

茶
臼
山
に
囲
ま
れ
た
風
光
明
媚
な

地
に
あ
り
ま
す
。

　
地
域
内
に
は
蛭
田
池
公
園
が
あ

り
、
町
の
里
親
制
度
に
よ
り
自
治

会
で
管
理
し
て
い
ま
す
。
会
員
み

ん
な
で
清
掃
し
た
り
、
い
ろ
い
ろ

な
花
を
植
え
た
り
し
て
、
美
し
い

公
園
の
中
で
四
季
折
々
に
咲
く

花
々
を
皆
さ
ん
に
喜
ん
で
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
毎
月
定
期
的
に
地
域
の

見
回
り
を
行
い
、
防
犯
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
活
動
は
高
齢

者
の
安
否
確
認
も
兼
ね
て
い
て
、

地
域
の
実
情
を
共
有
す
る
よ
う
に

意
見
交
換
会
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
防
災
活
動
で
は
、
自
主
防
災
組

織
の
リ
ー
ダ
ー
を
中
心
に
役
員
が

避
難
場
所
の
選
定
、
高
齢
者
や
要

保
護
者
の
避
難
誘
導
な
ど
話
し

合
っ
た
り
、
地
域
の
皆
さ
ん
が
参

加
す
る
防
災
訓
練
を
行
っ
た
り
し

て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
私
た
ち
の
自
治

会
は
感
謝
と
奉
仕
の
精
神
で
、
地

域
づ
く
り
に
努
め
て
い
ま
す
。

角
山
温
水
プ
ー
ル
無
料
開
放
　

　
12
月
８
日
の
開
館
記
念
日
に

プ
ー
ル
を
無
料
開
放
し
ま
す
。
ぜ

ひ
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
12
月
８
日
（
日
）

　
　
午
前
10
時
〜
午
後
６
時

　
　
水
泳
帽
子

　
　
小
学
３
年
生
以
下
は
保
護
者

　
同
伴

　
　
角
山
運
動
公
園
温
水
プ
ー
ル

　（
49
ー

４
７
７
０
）　

正
月
用
寄
せ
植
え
実
習

　
　
12
月
15
日
（
日
）

　
　
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
45
分

　
　
番
の
州
公
園

　
　
　
園
芸
家
　
小
田
健
一
さ
ん

　
　
正
月
用
の
材
料
を
用
い
て
寄

せ
植
え
を
作
り
ま
す
。
作
品
は

持
ち
帰
れ
ま
す
。
終
了
後
、
園

芸
や
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
の
相
談
会

も
行
い
ま
す
。

　
　
３
０
０
０
円

　
　
15
人
　
先
着
順

　
　
12
月
１
日（
日
）受
け
付
け
開
始

　
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、

電
話
番
号
、
質
問
事
項
を
明
記

の
上
、
郵
便
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

（
43
ー

５
２
１
３
）、Ｅ
メ
ー
ル

（kansyouryokuti@
rhythm

.o

cn.ne.jp

）
で
。

　
　
坂
出
緩
衝
緑
地
管
理
事
務
所

　
　
　
　
　
　(

45
ー

６
８
２
０)

放
送
大
学
４
月
生
募
集

　
創
立
30
周
年
を
迎
え
た
放
送
大

学
は
平
成
26
年
度
第
１
学
期
（
４

月
入
学
）
の
学
生
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

　
放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ

の
放
送
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通

し
て
学
ぶ
通
信
制
の
大
学
で
す
。

　
心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・

文
学
・
自
然
科
学
な
ど
、
幅
広
い

分
野
を
学
べ
ま
す
。

　
資
料
は
無
料
配
布
し
て
い
ま
す
。

　
　
２
月
28
日
（
金
）

　
　
放
送
大
学
香
川
学
習
セ
ン
タ
ー

（
０
８
７
ー

８
３
７
ー

９
８
７
７
）

み
ん
な
で
お
宮
さ
ん
の
掃
除
を

　
　
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
推
進
会
・

　
　
　
た
こ
の
会
・
神
社
総
代
会

　
お
正
月
を
前
に
お
宮
さ
ん
の
掃

除
を
し
ま
し
ょ
う
。
ぜ
ひ
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。

　
　
12
月
22
日
（
日
）
午
前
８
時

　（
雨
天
の
場
合
は
23
日
）

　
　
前
川
さ
ん

　（
49
ー

０
４
１
６
）

高
松
空
港
行
き
リ
ム
ジ
ン
バ
ス

12
月
10
日
か
ら
運
行

　
高
松
ー
成
田
線
が
12
月
10
日

（
火
）
か
ら
就
航
す
る
の
に
合
わ
せ
、

中
讃
地
区
か
ら
高
松
空
港
へ
の
リ

ム
ジ
ン
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。Ｊ
Ｒ

丸
亀
駅
か
ら
Ｊ
Ｒ
宇
多
津
駅
南
口
、

Ｊ
Ｒ
坂
出
駅
経
由
の
バ
ス
は
１
日

３
往
復
、Ｊ
Ｒ
坂
出
駅
始
発
、
こ
と

で
ん
綾
川
駅
（
イ
オ
ン
綾
川
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
前
、
12
月
15
日

開
設
予
定
）
経
由
の
バ
ス
は
１
日

７
往
復
で
す
。
料
金
は
Ｊ
Ｒ
宇
多

津
駅‐

高
松
空
港
が
９
０
０
円
で
、

Ｊ
Ｒ
坂
出
駅‐

綾
川
駅
間
の
利
用

も
可
能
で
す
。

　
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
　
琴
参
バ
ス    

（
22
ー

９
１
９
１
）

だ
よ
り 

④

と　
き

と　
こ
　
　
ろ申 講

師
定 内料締

問問

問

締
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20と　
き 内主日時 場所と　

こ
　
　
ろ 主催 内容 料費用 準準備物 対対象者 締期限 期期間定定員 他その他 申申し込み 問お問い合わせ

募
　
集

募
　
集

募
　
集

募
　
集

募
　
集

と　
き

と　
こ
　
　
ろ対問

料 定

と　
き

と　
こ
　
　
ろ対問 締

と　
き内対 料

問 締 定

問 締他
申

町教育委員会・香川短期大学共催　カルチャー講座

講
座
名

初心者のための
エクセル家計簿

12月13日（金）・20日（金）
14:50～16:20

12月11日（水）

15人

香川短期大学　コンピュータ室Ⅱ

2回で500円

USBメモリー・筆記用具

一　般

クリスマス料理に
挑戦しよう!!

12月21日（土）
9:30～12:30

50人

香川短期大学　調理実習室

1,000円

エプロン・三角巾
ハンドタオル・筆記用具

香川短期大学地域交流センター（49）8053（TEL・FAX）
香川短期大学（49）5500（代）

料

準

と　
き

と　
こ
　
　
ろ

対

締

定

申
問

成
人
式
新
企
画

ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
撮
影

　
町
教
育
委
員
会
で
は
、
平
成
26

年
に
成
人
を
迎
え
る
方
を
対
象
に

ビ
デ
オ
で
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
撮
影

し
ま
す
。
こ
の
映
像
は
イ
オ
ン
シ

ネ
マ
宇
多
津
の
協
力
を
得
て
来
年

１
月
11
日
か
ら
13
日
の
３
日
間
、

宇
多
津
の
映
画
館
で
上
映
さ
れ
ま

す
。
当
日
、
都
合
に
よ
り
成
人
式

に
参
加
で
き
な
い
方
も
映
像
で

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
残
し
ま
せ
ん
か
。

友
達
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
撮
影
日
に
日
程
が
調
整

で
き
な
い
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
　
12
月
８
日
（
日
）
午
前
10
時
〜

　
　
宇
多
津
中
学
校

　
　
平
成
５
年
４
月
２
日
〜

　
平
成
６
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

　
　
町
教
育
委
員
会
　
生
涯
学
習
課

(

49
ー

８
０
０
７)

う
た
づ
の
町
家
と
お
ひ
な
さ
ん

「
手
作
り
雑
貨
市
」（
仮
称
）

　
今
年
は
、「
こ
め
っ
せ
」
を
雑
貨

市
と
し
て
、
い
く
つ
か
の
ブ
ー
ス

に
区
切
っ
て
開
放
し
ま
す
。
プ
ロ
・

ア
マ
は
問
い
ま
せ
ん
の
で
、
こ
の

機
会
に
ぜ
ひ
出
店
し
て
み
ま
せ
ん

か
？

　
　
12
月
27
日(

金)
　※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
抽
選
。

　
　※
町
内
在
住
の
方
。

　※

出
店
位
置
は
実
行
委
員
会
に

一
任
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　
　
町
産
業
振
興
課
内

　
う
た
づ
の
町
家
と
お
ひ
な
さ
ん

実
行
委
員
会
事
務
局
　
　
　
　

(

49
ー

８
０
０
９)

小
学
生
陸
上
教
室

　
１
月
11
日
・
18
日
・
25
日
、

２
月
８
日
・
15
日
、
３
月
８
日
・

22
日
（
土
曜
　
全
７
回
）

　
午
後
５
時
30
分
〜
７
時
30
分

　
個
人
目
標
を
設
定
し
、
達
成

目
指
し
て
色
々
な
種
目
に
挑
戦

　
　
２
５
０
０
円

　
　
小
学
３
年
生
〜
５
年
生

　
　
50
人
　
先
着
順

　
　
12
月
11
日(

水)

受
け
付
け
開
始

　
　
県
立
丸
亀
競
技
場

　
　
　
　
　
　(

21
ー

５
８
０
０)

冬
休
み
子
ど
も
初
心
者
水
泳
教
室

　
　
12
月
22
日
（
日
）〜
25
日
（
水
）

　
　
午
前
11
時
〜
正
午

　
　
角
山
運
動
公
園
温
水
プ
ー
ル

　
　
小
学
３
年
生
〜
６
年
生
の
初
心
者

　
　
10
人
　
先
着
順

　
　
無
料（
プ
ー
ル
使
用
料
は
必
要
）

　
　
12
月
７
日
（
土
）
よ
り
受
け
付
け

　
　
角
山
運
動
公
園
温
水
プ
ー
ル

（
49
ー

４
７
７
０
）
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と　
き内問問 締締 定 対 料他

申
他

と　
き

料定
と　
こ
　
　
ろ締申

問

応募資格

締め切り

試験日

試験会場

陸上自衛隊高等工科学校生徒（中学校卒業者等を採用する制度）

一般採用試験

1月10日（金）

1次：1月18日（土）

香川県内

推薦採用試験

12月6日（金）

1月中旬頃

高等工科学校（神奈川県横須賀市）

15歳以上17歳未満の男子（平成26年4月1日現在）

問 自衛隊丸亀地域事務所 (23 ー 6420)

防
災
コ
ラ
ム

防
災
コ
ラ
ム

防
災
コ
ラ
ム

防
災
コ
ラ
ム

自
衛
官
等
採
用
試
験

ア
イ
ス
ス
ケ
ー
ト
教
室

　
Ｄ
Ｉ
Ｓ
Ｐ
Ｏ
Ｒ
Ｔ（
デ
ィ
ス
ポ

　
ル
ト
）・
キ
ラ
キ
ラ 

う
た
づ

　
プ
ロ
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
チ
ー
ム 

香
川
ア
イ
ス
フ
ェ
ロ
ー
ズ
の
選
手

が
指
導
し
ま
す
。
初
め
て
の
方
や

初
心
者
の
方
で
も
安
心
で
す
。

　
　
12
月
21
日
（
土
）

　
午
前
８
時
30
分
〜
９
時
30
分

※

午
前
10
時
〜
フ
リ
ー
滑
走

　
　
ト
レ
ス
タ
白
山(

町
役
場
駐
車

場
か
ら
無
料
バ
ス
で
送
迎
。
午

前
７
時
30
分
出
発
／
午
後
４
時

帰
着
予
定)

　
　
参
加
無
料
。
別
途
・
滑
走
料

４
歳
〜
未
就
学
児
童
　
３
０
０

円
▽
小
・
中
学
生
　
５
０
０
円

▽
高
校
生
以
上
　
９
０
０
円
▼

貸
し
ス
ケ
ー
ト
靴
　
４
０
０
円

（
幼
児
15
㌢
〜
）▼
付
き
添
い
　

３
０
０
円

　
　
45
人

　
　
12
月
16
日
（
月
）

　
　
●
活
動
中
の
ケ
ガ
は
傷
害
保

険
が
適
用
さ
れ
ま
す
。●
ア
リ
ー

ナ
内
は
非
常
に
寒
い
の
で
防
寒

着
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。●
熱
中

症
予
防
飲
料
、
昼
食
は
各
自
で
。

ア
リ
ー
ナ
内
に
自
動
販
売
機
・

軽
食
の
売
店
あ
り
。●
未
成
年
者

の
申
し
込
み
、
参
加
は
保
護
者

の
責
任
で
お
願
い
し
ま
す
。
小

学
生
未
満
の
参
加
は
保
護
者
か

成
人
の
責
任
者
同
伴
。●
ケ
ガ
に

対
す
る
応
急
処
置
は
し
ま
す
が
、

そ
れ
以
上
の
責
任
は
負
え
ま
せ

ん
。●
開
催
中
の
記
録
写
真
、
記

録
映
像
は
広
報
、
報
告
、
報
道

等
で
の
使
用
に
承
諾
い
た
だ
き

ま
す
。

　
　
　
同
ク
ラ
ブ
事
務
局

(

０
９
０
ー

８
１
６
６
ー

３
３
８
６)

E
メ
ー
ル（info@

disport-kirakira.jp

）

U
R
L（w

w
w
.disport-kirakira.jp

） 

年
末
年
始
の
防
災
対
策

　
今
年
は
南
海
ト
ラ
フ
を
震
源
と

し
た
最
大
級
の
地
震
に
よ
る
被
害

想
定
が
発
表
さ
れ
、
香
川
県
で
も

地
震
に
対
す
る
備
え
が
活
発
に
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
町
内
で
も
、
多
く
の
自
主
防
災

組
織
が
、
積
極
的
に
防
災
訓
練
を

行
い
、
防
災
に
対
す
る
関
心
が
高

ま
っ
て
い
る
の
を
感
じ
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
家
庭
や
自
治
会
で
は

ど
う
で
し
ょ
う
か
？
　

　
今
年
は
特
に
何
も
し
な
か
っ
た

な
、
と
い
う
方
も
、
こ
れ
か
ら
で

も
遅
く
あ
り
ま
せ
ん
。
年
末
年
始

の
休
み
を
利
用
し
て
、
手
軽
に
で

き
る
防
災
対
策
に
取
り
組
ん
で
み

ま
せ
ん
か
？

大
掃
除
と
一
緒
に
地
震
対
策

　
年
末
は
大
掃
除
を
す
る
家
庭
も

多
い
と
思
い
ま
す
。
棚
の
上
を
掃

除
す
る
時
に
、
転
倒
防
止
金
具
や

ポ
ー
ル
を
取
り
付
け
た
り
、
ガ
ラ

ス
を
拭
く
と
き
に
、
飛
散
防
止
フ
ィ

ル
ム
を
張
っ
た
り
。
い
つ
も
の
大

掃
除
に
、
も
う
ひ
と
手
間
か
け
れ

ば
、
地
震
に
も
備
え
ら
れ
て
、
一

石
二
鳥
で
す
。

非
常
食
の
買
い
出
し

　
ク
リ
ス
マ
ス
や
お
正
月
、
年
末

年
始
は
食
料
品
を
買
い
込
む
家
庭

も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
時
に
、

非
常
食
も
購
入
し
て
お
き
ま
し
ょ

う
。
毎
年
購
入
す
る
時
期
を
決
め

て
お
く
こ
と
で
、
定
期
的
な
入
れ

替
え
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

防
災
家
族
会
議

　
家
族
が
集
ま
る
機
会
に
、
防
災

家
族
会
議
を
開
く
の
も
い
い
で
す

ね
。
災
害
に
応
じ
た
避
難
ル
ー
ト

を
考
え
た
り
、
災
害
時
に
落
ち
合

う
場
所
を
確
認
し
た
り
し
ま
し
ょ

う
。

　　
災
害
に
備
え
て
、
よ
い
年
を

迎
え
ま
し
ょ
う
！
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22と　
き 内主日時 場所と　

こ
　
　
ろ 主催 内容 料費用 準準備物 対対象者 締期限 期期間定定員 他その他 申申し込み 問お問い合わせ

申 締 対他

種
目

コ
ー
ス

集
合
場
所

集
合
時
刻

問

問

生活福祉研究室生活福祉研究室生活福祉研究室生活福祉研究室
＊新規開塾しました！　

生活福祉研究室　～こども生活支援塾【寄り道】～
　　　　　塾生募集（宿題と心をサポートする塾）
・宿題など学習指導を行い、専門職が心の成長などサポート致します。
・放課後のこどもの居場所として・・・。しつけや礼儀など様々な経験を・・・。
・人間関係など心の支援・相談も行います。
　引きこもり不登校や学習障害など（相談可）
対象者：小学校1年～6年生（5，6歳児や中学生については要相談）
　　　　中学校1年～3年　英語・数学
　　　　　　　　　　
　開塾時間：平日15：00～19：00　土曜日　9：00～12：00
　月　　謝：1万3千円～（中学生の英語・数学は1時間2千円～）　　　
　問い合せ：宇多津町十楽寺350-13（旧三菱団地入口）　　
　　　　　　電話41-9561（生活福祉研究室）　　　　井上まで

イ
ベ
ン
ト

イ
ベ
ン
ト

イ
ベ
ン
ト

イ
ベ
ン
ト

ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会

新
春
子
ど
も
健
脚
大
会

宇
多
津
体
育
協
会
陸
上
部

　
　
１
月
２
日
（
木
）

①
10
㌔
の
部
（
高
校
生
以
上
男
子
・

女
子
）

②
５
㌔
の
部
（
40
歳
以
上
の
男
子
・

高
校
生
以
上
の
女
子
）

※

①
・
②
は
表
彰
の
区
別
な
し

③
３
㌔
の
部
（
中
学
生
男
子
）

④
３
㌔
の
部
（
中
学
生
以
上
女
子
）

（
小
学
生
の
部
）

①
１
〜
４
年
生
　
１
㌔

②
５
〜
６
年
生
　
１
・
５
㌔

（
学
年
別
に
ス
タ
ー
ト
）

※

出
場
に
は
保
護
者
の
承
諾
書
が

必
要

※

小
雨
決
行
。
中
止
の
場
合
あ
り
。

　
宇
多
津
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
〜

　
大
束
川
堤

　
宇
多
津
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

○
小
学
生
の
部

　
受
け
付
け
　
午
前
７
時
30
分

　
開
会
式
　
　
午
前
８
時

　
ス
タ
ー
ト
　
午
前
８
時
20
分

○
小
学
生
の
部
以
外

　
受
け
付
け

　
　
　
午
前
９
時
〜
９
時
40
分

　
ス
タ
ー
ト
　
午
前
10
時

※

記
録
は
上
位
６
位
ま
で
計
測
。

　
競
技
に
耐
え
ら
れ
る
体
力
を

有
し
、
10
㌔
50
分
、
５
㌔
30
分

以
内
で
走
る
こ
と
が
で
き
る
人
。

　
　
12
月
20
日
（
金
）

※

当
日
の
申
し
込
み
も
可

　
駐
車
場
の
ス
ペ
ー
ス
が
限
ら

れ
て
い
る
た
め
、
で
き
る
だ
け
、

車
に
乗
り
合
わ
せ
て
お
越
し
く

だ
さ
い
。

　
　
　
町
教
育
委
員
会
　
生
涯
学
習
課

(

49
ー

８
０
０
７)

香
川
短
大
ダ
ン
ス
部
＆
ゼ
ミ

定
期
公
演
「S

tep by S
tep

」

　
　
12
月
１
日
（
日
）
午
後
２
時

　
　（
開
場
　
午
後
１
時
30
分
）

　
　
香
川
短
期
大
学
講
堂
ホ
ー
ル

　
　
無
料

　
　
香
川
短
期
大
学
　
日
野
研
究
室

(

49
ー

８
０
４
９)

ル
パ
ン
ジ
ャ
ズ
ラ
イ
ブ
２
０
１
４

　
ジ
ャ
ズ
の
楽
し
さ
と
奥
深
さ
を

世
の
中
に
広
め
て
き
た
「
ル
パ
ン
・

ザ
・
サ
ー
ド
・
ジ
ャ
ズ
」
の
10
作

目
を
記
念
し
て
結
成
さ
れ
た
大
野

雄
二
＆
ル
パ
ン
テ
ィ
ッ
ク
フ
ァ
イ

ブ
。
今
年
11
月
に
は
最
新
作
「
プ

リ
ン
セ
ス
オ
ブ
ザ
ブ
リ
ー
ズ
」
を

リ
リ
ー
ス
し
、
12
月
公
開
の
「
ル

パ
ン
三
世
Ｖ
Ｓ
名
探
偵
コ
ナ
ン
・

ザ
ム
ー
ビ
ー
」
の
音
楽
を
担
当
す

る
な
ど
、
そ
の
勢
い
は
と
ま
り
ま

せ
ん
。

　
　
２
月
22
日
（
土
）

　
　
開
場
　
午
後
６
時

　
　
開
演
　
午
後
６
時
30
分

　
　
ユ
ー
プ
ラ
ザ
う
た
づ

　
　
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル

　
　
全
席
指
定

　
一
般
　
前
売
　
４
０
０
０
円

　
　
　
（
当
日
　
４
５
０
０
円
）

ユ
ー
プ
ラ
ザ
う
た
づ
ほ
か
、
各

プ
レ
イ
ガ
イ
ド
に
て
発
売
中
。

※

未
就
学
の
お
子
さ
ん
の
同
伴
・

入
場
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
　
ユ
ー
プ
ラ
ザ
う
た
づ

(

49
ー

８
０
２
０)

5～6年 B 1.5km折返し

1～4年 A

3km

5km

10km

スタート・ゴール

1km折返し

①10kmの部…2周して南門からゴール

　（高校生以上の男女）

②5kmの部…1周して北門からゴール

　（40歳以上の男子・高校生以上の女子）

③3kmの部…番場橋折返し北門からゴール

　（中学生の男子）

④3kmの部…番場橋折返し北門からゴール

　（中学生以上の女子）

小学生の部

⑤1km…　  地点折返し北門からゴール

　（1～4年生）

⑥1.5km…　  地点折返し北門からゴール

　（5～6年生）

B

A

コース図
と　
き

と　
き

と　
こ
　
　
ろ料

問と　
き

と　
こ
　
　
ろ料
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育児相談・栄養相談
身体計測・保健師相談・栄養士相談
　 12月24日（火）午前9時30分～11時
　 町保健センター健康相談室
　 町保健センター　蕁49－8008

児童心理司によるこども相談（要予約）
子育てや子どもの発達に関する相談など
　 12月18日（水）午後1時30分～4時30分
　 町保健センター診察室
　 町保健センター　蕁49－8008

言語聴覚士によることばの相談（要予約）
子どものことばの発達に関する相談
　 12月12日（木）午前9時～正午
　 12月19日（木）午後1時15分～4時15分
　 町保健センター診察室
　 町保健センター　蕁49－8008

子育て相談
子育てに関すること、いじめ、虐待など
　 月～金　午前9時～午後5時
　 町相談支援センター　蕁49－8028

子ども教育相談
　 月～金　午前8時30分～午後5時
　 少年育成センター
　 少年育成センター　蕁49－4001

障がい者相談（身体・知的・精神）
　　　　　　　　　　　（要予約）
　 月～金　午前9時～午後5時
　 町相談支援センター 蕁49－8028

身体障がい者相談（要予約）
　 第3金曜日　午後1時30分～
　 町福祉センター相談室
　 町社会福祉協議会　蕁49－0287
介護相談・ボランティア相談
　 月～金　午前9時～午後5時
　 町福祉センター相談室
　 町社会福祉協議会　蕁49－0287

電話相談
福祉を中心としたあらゆる相談
　 月～金　午前9時～午後5時
　 町社会福祉協議会　蕁49－0287

高齢者相談
　 月～金　午前8時30分～午後5時
　 地域包括支援センター（保健センター1階）
　 地域包括支援センター　蕁49－8740

管理栄養士による病態栄養相談（要予約）
糖尿病・高血圧症などの栄養相談
　 12月4日（水）・18日（水）
　 午前9時～11時30分
　 町保健センター健康相談室
　 町保健センター　蕁49－8008

臨床心理士によるこころの相談
　　　　　　　　　　　　（要予約）
ストレスや対人関係の悩みなど
　 12月26日（木）午前9時～正午
　 町保健センター診察室
　 町保健センター　蕁49－8008

健康相談
　 毎週水曜日
　 午前9時～11時30分
　 町保健センター健康相談室
　 町保健センター　蕁49－8008
　 第1・3・5月曜日　午後12時30分～3時
　 やすらぎプラザ
　 地域包括支援センター　蕁49－8740
　 第2・4金曜日　午前9時15分～11時45分
　 サポートセンター
　 地域包括支援センター　蕁49－8740

き
と

ころ
と

問

き
と

き
と

ころ
と

問

き
と

ころ
と

問

き
と

ころ
と

問

き
と

ころ
と

問

き
と

ころ
と

問

き
と

ころ
と

問

き
と

ころ
と

問

き
と

ころ
と

問

問

き
と

ころ
と

問

き
と

き
と

き
と

ころ
と

問

き
と

ころ
と

問

問

問

子育て 福　祉 健　康

行政相談
　 第3金曜日　午後1時～3時
　 町保健センター　2階研修室
　 町総務課　蕁49－8013

その他

き
と

ころ
と

問

き
と

ころ
と

問

人権相談（隔月）
　 12月13日（金）午前10時～午後3時
　 町保健センター　2階研修室
　 町住民生活課　蕁49－8000

き
と

ころ
と

問

き
と

ころ
と

問

納税相談
　 月～金　午前8時30分～午後5時
　 町税務課
　 町税務課　蕁49－8004

き
と

ころ
と

問

一般相談（要予約）
家庭不和、離婚、財産問題、
老人福祉、母子・父子福祉問題、
その他日常生活のあらゆる問題
　 毎週火曜日　午前9時～正午
　 町福祉センター相談室
　 町社会福祉協議会　蕁49－0287

法律相談（隔月）（要予約）
　 1月9日（木）午前9時～正午
　 町福祉センター相談室
　 町社会福祉協議会　蕁49－0287

き
と

ころ
と

問

交通相談
　 第4金曜日
　 午前9時～午後3時
　 うたづ安全安心ステーション
　 町住民生活課　蕁49－8000

  今月の納期限

12月25日（水）
● 住民税（第４期）
● 国民健康保険税（第６期）
● 介護保険料（第６期［12月分］）
● 後期高齢者医療保険料
　　　（第６期［12月分］）

①
浜
一
、
二
、
三
、
四
番
丁
（
イ
ベ
ン
ト
広
場…

浜
三
番
丁
24
番
地
1
）
12
／
13
・
27　

②
浜
五
番
丁
（
一
号
児
童
公
園
）
12
／
11
・
25　

③
浜
六
番
丁
（
二
号
児
童
公
園
）
12
／
12
・
26

④
浜
七
、
八
、
九
番
丁
（
中
央
公
園
東
側
入
口
）
12
／
10
・
24　

※

各
場
所
に
午
前
８
時
30
分
ま
で
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。  

⑤
町
内
全
域
（
町
役
場
駐
車
場
）
毎
週
土
曜
日※

正
午
ま
で
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

年
末
年
始
の
ご
み
・
し
尿

祝
日
等
の
可
燃
ご
み
収
集

●
12
月
30
日 (
月)

ま
で

     

月
・
木
の
収
集
地
域

●
12
月
31
日(

火)
ま
で

     

火
・
金
の
収
集
地
域
　

　
年
始
は
、
１
月
６
日(
月)
か
ら

収
集
し
ま
す
。
年
始
は
、
燃
え
る

ご
み
の
量
が
多
い
と
予
想
さ
れ
ま

す
の
で
、
次
の
日
は
午
前
７
時
30

分
か
ら
収
集
し
ま
す
。

燃
え
る
ご
み

●
１
月
６
日(

月)

か
ら

　
　
月
・
木
の
収
集
地
域

●
１
月
７
日(

火)

か
ら

　
　
火
・
金
の
収
集
地
域

燃
え
な
い
ご
み

●
１
月
８
日(

水)
   

午
前
８
時
30
分
か
ら

※

町
役
場
で
の
12
月
28
日(

土)

の

資
源
ご
み
収
集
は
、
通
常
（
年
内

最
終
）
ど
お
り
行
い
ま
す
。

　
年
末
は
12
月
27
日(

金)

ま
で
、

年
始
は
１
月
６
日(

月)

か
ら
収
集

し
ま
す
。

　
年
末
の
く
み
取
り
の
申
し
込
み

は
必
ず
12
月
13
日(

金)

ま
で
に
お

願
い
し
ま
す
。
そ
れ
以
降
は
年
内

分
の
受
け
付
け
は
し
ま
せ
ん
の
で

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
年
始
以
降

の
く
み
取
り
分
申
し
込
み
は
引
き

続
き
行
い
ま
す
。

　
12
月
23
日
（
祝
、
月
・
木
収
集

地
域
）
は
、
通
常
ど
お
り
可
燃
ご

み
の
収
集
を
行
い
ま
す
。
午
前
８

時
30
分
ま
で
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
町
住
民
生
活
課（

49
ー

８
０
０
０)

角
山
環
境
セ
ン
タ
ー

　
　
可
燃
ご
み
の
受
け
入
れ

　
祝
日
等
の
可
燃
ご
み
の
受
け
入

れ
も
行
っ
て
い
ま
す
。（
受
入
時
間
、

午
後
２
時
〜
４
時
、
有
料
、
年
末

は
28
日
ま
で
、
年
始
は
４
日
か
ら
）

　
　
角
山
環
境
セ
ン
タ
ー

（
49
ー

４
５
１
１)

問問

ご
み
の
収
集
日

祝
日
等
の
可
燃
ご
み
収
集

し
尿
の
収
集
日
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広報うたづは、町役場1階窓口・町保健センター窓口・ユープラザうたづ・宇多津郵便局・サポートセンターなどにありますので、自由にお取りください。

ごみ・し尿係 49－8000
戸籍・住民票係・年金 49－8002
jyumin@town.utazu.kagawa.jp

福祉・保育所 49－8003
jyumin@town.utazu.kagawa.jp

国民健康保険・長寿医療・介護保険
49－8001

jyumin@town.utazu.kagawa.jp

49－8008
hoken-c@town.utazu.kagawa.jp

49－8004
zeimu@town.utazu.kagawa.jp

49－8005

49－8007
kyouiku@town.utazu.kagawa.jp

上水 49－8010
下水 49－8011

suidou@town.utazu.kagawa.jp

土木・建築・町営住宅 49－8012
kensetsu@town.utazu.kagawa.jp

49－8600
seisaku@town.utazu.kagawa.jp

49－8009
sangyo@town.utazu.kagawa.jp

49－8013
soumu@town.utazu.kagawa.jp

49－8014
gikai@town.utazu.kagawa.jp

49－8740

人口の動き（11／1現在推計値）●人口　…18,768人（前月比 ＋19人）（男）9,205人（女）9,563人　●世帯数　8,269世帯（前月比 ＋21世帯）

各課連絡先電話番号・メールアドレス

宇多津町ホームページアドレス
http://www.town.utazu.kagawa.jp

パソコン、携帯、スマートフォンのどれからも
みることができます

utazu589001@once.88island.jp
・子育て支援情報
・町からのお知らせ
・防災情報など

子育て･生活情報配信「くらしナビ」登録コーナー

〈住民生活課〉

〈保健福祉課〉

〈健康増進課〉

〈保健センター〉

〈税務課〉

〈出納室〉

〈教育委員会〉

〈水道課〉

〈建設課〉

〈政策調整室〉

〈産業振興課〉

〈総務課〉

49－8027
kikikanri@town.utazu.kagawa.jp

〈危機管理課〉

〈議会事務局〉

〈地域包括支援センター〉
49－8028〈相談支援センター〉

　年末年始に向けて、公私共にお酒の機会が増える時期です。『酒は百薬の
長』といいますが、【適度な酒は】という条件がつきます。みなさんが普段
飲んでいるお酒は適度の量でしょうか？

　お酒の種類によって、アルコール濃度は違います。適度なアルコール量を計算してみま
しょう。１日の目安は20ｇです。（高齢の方や女性の方は10ｇが目安）
純アルコール量＝アルコール度数（％）×お酒の量（ml）×0.8÷100
例えば…
・アルコール度数5％の酎ハイを350ml飲んだ場合
　　　　　　　　　　　　　　　　350× 5 ×0.8÷100＝14
・アルコール度数25％の焼酎を100ml飲んだ場合
　　　　　　　　　　　　　　　　100×25×0.8÷100＝20

飲みすぎキケン！　適量は守れていますか

あなたのお酒は適度な量？

　お酒はノンカロリーではありません。純アルコール１ｇあたり７kcal程度ありますので、
上で計算した数字に7を掛けてみましょう。純アルコール量20ｇの場合、20ｇ×７kcaｌ
＝140kcalで、柏餅約１個分のエネルギーがあります。
　毎日、晩酌を楽しんでいる方もいるかと思いますが、休肝日は設けていますか？　アル
コールを処理するのは肝臓です。アルコールを毎日飲み続けると、肝臓に大きな負担がか
かり、慢性肝炎や肝硬変などの病気になる可能性が高まります。楽しく健康的にお酒を飲
み続けるためにもお酒と上手に付き合っていきましょう。

意外と高カロリー!!

　

112月7日（土）（土）
 　 　午前9時～時～11時
12月7日（土）（土）
 　 　午前9時～時～11時
12月7日（土）（土）
 　 　午前9時～時～11時
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